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本研究は 中国と日本 の教育政策 と現状を比 較して
､

そ の 中で技術教育の 比 較を中心的に

行 い ､ 中国 ･ 内 モ ン ゴ ル 地域の小 中学校で もの づくり 出前授業を実施 し
､

小 中学校 - の質

問調査､ 小中学校段階にお ける中国 ･ 内 モ ン ゴ ル の技術教育の 現状と課題 を明らか に して

それに対 して考察を行 い総合的な評価を して
､ 創意 工夫を取り入れた技術教育の 提案をす

る こ と を目的 と したo

こ の 目的の 下で 日中の 学校教育制度 を比較 して
､

そ の 中で内 モ ン ゴ ル 地域の技術教育の

制度､ 現状を明 らかに し つ つ
､

日本の創意 工夫もの づくり教育を紹介 して
､

実践 した ｡

本研究で得 られ た結果を列挙す ると以下の ようになる｡

日中の 教育制度 の相違点を明らか にする目的で比較研究を行い
､

そ の 中で内 モ ン ゴ ル 地

域 の 技術教育の事実を例と して 日本の 技術教育の 制度と現状 に中心 的に比較研 究を行 っ た

結果 ､ 学校教育制度に つ い て は内 モ ン ゴ ル地域の 技術教育が い まだに昔 の伝統的な教育模

式で行わ れ て い る ｡ 日本の ような創意 工夫を取り入 れ たもの づく り教育は また 実施されず

に い る こ と が明らかに な っ た ｡

もの づく り授業 の支援と し て 内 モ ン ゴ ル地域の 小 中学校 向けの 授業実践を行 っ た結果に

っ い てま と めた ｡ 内 モ ン ゴ ル地域 の技術教育は 昔の伝統的な教育痕式が 残 っ て い て経済発

展に応 じた創意 工 夫を取り入れたもの づく り授業内容 は行 っ てお らず ､
工芸的な作品が 作

られ て い る ｡ こ の た め に日本 の もの づくり授業を紹介 し
､

二 回を通 じて創意 工夫 を取り入

れ た もの づく り授業実践を実施 した ｡ 内 モ ン ゴ ル 地域の経済の 発展の た めに創意 工夫 を取

り入 れた もの づく り教育を導入す る可能性 はあ る こ と をア ン ケ
ー ト分析で わか っ た ｡ だが

全地域で普及す るた めに は何か の壁 がある こ と も明らか に な っ た｡ そ の
-

､
日本 の様な技

術 の授業 を内 モ ン ゴ ル 全地域の 小中学校で導入す るた めに技術 の 教員 の 育成は 必要で あ

る ｡ 授業の導入で そ の 二
､ 昔か らの 伝統的な授業形式か ら経済発展に応 じた創意 工夫 を取

り入れ たもの づく り授業に変わる こ とは
一

定の 期間は必要で ある｡

内 モ ン ゴ ル 地域の 小中学校で実施 した ｢創意工夫もの づく り授業の 有効性｣ ､
｢ 内 モ ン ゴ

ル 地域にお ける教員養成上 の課題｣
､

｢ 内モ ン ゴ ル地域にお ける今後 の もの づく り教育の展

望｣ の 三 つ に つ い て 考察を行い
､

内 モ ン ゴ ル地域の 技術教育は昔の 伝統的な工芸を重視 し

た技術教育か ら産業経済の 発展に応 じた創意 工夫を取り入れ たもの づく り教育に変わりず

つ ある｡ そ の 支援と して行 っ た授業実践は内 モ ン ゴ ル 地域の技術教育の発展の ため に役 立

つ ことで有効で ある｡ こ の 活動を全地域で広 げて いく には今後 の教員育成制度 を改良して

大学生の 教育実習の創意工 夫もの づくり授業実践 を導入 する こ とが必要 で ある ｡



目次

第 1 章 : は じめに

1 . 1 概要 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･
･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･

1 . 2 背景 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･
･

･ ･ ･
･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･

1
.
3 研究 の 目的 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･

･ ･

1 . 4 研究方 法
･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･

1 . 5 本論文 の 構成 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ .

第 2 章 : 教育制度 の 比較

2
.
1 学校教育制度の 比 較 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･

2 .
1

.
1 初等教育 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･

2 .
1 . 2 中等教育 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･

2 . 1 . 3 高等教育 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･

2 . 1 . 4 学校教育制度の 比較 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･

2 . 2 技術教育の 比 較 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･

2 . 2 .
1 日本 と中国 の 義務教育の 相違点 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･

2
.
2

.
2 中国

･ 内 モ ン ゴ ル 地域の 技術教育の 現状 ･ ･ ･ ･ ･

2 . 3 技術教育の 課題と展望 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･

2 . 4 本章の まと め ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･

第 3 章 : 授業実践

3 . 1 実践 の 目的と方法 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･
･ ･ ･ ･

3 . 1 . 1 実践 の 目的 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･
･ ･ ･ ･ ･

3 . 1 . 2 実践 の 方法 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･
･ ･ ･ ･ ･ ･

3 . 2 もの づく り授 業の 実践 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･
･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･

3 . 2 . 1 内 モ ン ゴル 地域 の技術教育訪問調査 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･

3 . 2 . 2 日本人 学生に よる授業実践 ･ ･
･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･

3 . 2 . 3 現地教育大学生に よ る授業実践
･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･

3 . 2 . 4 ア ン ケ ー ト調査 ･ ･
･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･

3 . 2 . 4 . 1 生徒向けア ン ケ ー ト ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･

3 . 2 . 4 . 2 現地大学生 向けア ン ケ ー ト ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･

3 . 3 実践結果 ･ ･ ･ ･ ･ ･
･ ･ ･

･ ･
･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･

3 . 4 本章の ま とめ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･
･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･

第 4 章 : 考察

4 . 1 創意工 夫も の づく り授業の 有効性 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･

4 . 2 内モ ン ゴ ル 地域にお ける教員養成上の 課題 ･ ･ ･ ･ ･ ･

4 . 3 内モ ン ゴ ル 地域にお ける今後の もの づく り教育の 展望 ･

4 . 3 . 1 創意工 夫も の づ くり の 導入 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･

,
-･ ｢

__. _
r■･ ー

1

L l

｣

リ
■■l l1一

･ 4

･ 4

･ 5

･ 5

･ 6

･ 7

･

8

･ 8

･ 9

･

9

･

1 1

･

1 1

･ 1 2

･ 1 3

･ 1 4

･ 1 5

･ 1 5

･ 1 5

･ 1 5

･ 1 6

･ 2 3

･ 2 5

･ 2 9

･ 2 9

･ 3 6

･ 4 1

･ 4 2

･ 4 4

･

4 4

･

4 5

･ 4 5



4 . 3 . 2 技術教育と知財教育を同時に行う

第 5 章 : まとめ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･

謝辞 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･

参考文献 ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･

/

,
- - ｣

_ _r
亡≡三三ー

.

'

i
∫

･ 4 6

･ 4 7

･ 4 8

･ 4 8



第1 章 : は じめに

1 . 1 概要

中国は漢族と 55 の 少数民族か ら構成される ｢ 統
一

された多民族国家｣ で ある ｡ 全国

人 口統計 (20 00 年) によ ると､ 漢族人 口 が約 1 1 億 5
,
0 0 0 万人 で あるの に対 し､ 少数民

族の 総人 口 は約 1 億人 で あり ､ 全国人 口 の 8 . 4 % に しか ならな い
｡ 地理的に見 た場合,

漢民族が大陸の 中部から沿海東部に か けて居住 し､ 少数民族の 多くは西南 ･ 西北 ･ 東北 ･

北部と い う辺境地域に集中､ 国境線に沿う形で居住 して い る｡ 少数民族の居住する地域

は全国土 の 6 4 % を占め､ 民族自治地方と して 5 つ の 自治区 ､
3 0 自治州 ､ 12 0 自治県 ･

旗がお かれ て い る
1

｡ 筆者の 出身地 は少数民族居住地域 の 1 つ で ある内モ ン ゴ ル 地域で

あり , こ の地域 の経済発展 は中国の 沿海地域と比 べ て遅れ て い る｡ 社会 の発展 にお い て

教育 の果たす役割が重要なことは当然で あるが , 近年 これ まで以上 に教育が経済 の成長

をもたらす強力な要因で あると い う認識が広く 国の 内外を問わず
一

般化 し つ つ ある ｡ 激

し い 国際競争にお い て科学的創意 ､ 技術的熟練､ 働く も の の資質な どの諸要因が , 物的

資本や労働力 の 量 に劣らず, 経済 の成長に寄与するも の で ある｡

そ こ で本研究で は内モ ン ゴ ル 地域の 今後 の経済成長に 資する技術教育を開発する こ

とを目的と して 次の こ とを行 っ た ｡ まず内モ ン ゴ ル 地域の 教育の 現状を調査 した｡ そ の

上 で内モ ン ゴ ル 地域に適 した小中学校の も の づく り授業を開発 し､ 実践 ､ 評価 した ｡ さ

ら に同様 の授業を内モ ン ゴ ル 地域 で自立 的に広 が っ て い く ようにする こと を目的と し

て 同地域 の 教育大学の 協力を得て 同様 の授業を現地 大学生に 実施 い ただく こ とを企画 ､

実施 し､ そ の 有効性と残された課題 を検討 した｡ これら の 活動を通 じて 日中の 技術教育

の比較を行 っ た｡

1 . 2 背景

中国の 技術教育を巡 る状況

以下 , 中国にお ける教育方法 ､ 教材 ､ 予算 , 創新教育､ 地域格差の 状況 を簡単に示す｡

(1) 教育方法に つ い て

内モ ン ゴ ル で は小学校 か ら中学校ま で の授業はほ とん ど
一

斉教育形式で ある｡ 児童生

徒に教師が教えた内容を覚えさせ 知識を与える こ とがで きる｡
こ の授業で児童生徒 の も

の に つ い て考える力 ､ 創造性 の 育成に つ い て は重視 して い な い
｡

(2) 教材 , 予算に つ い て

中国 ･ 内モ ン ゴ ル で は技術 の授業で使われ て い る教科書は 一

種類 しか存在 しなく多様

性はない 現状で は中国の 技術教育で使われ る経費の 予算の 割当が厳 し い 状況 で ある｡

(3) 創新教育に つ い て

中国の創新教育に 関して は文献 2 に ｢ 受験勉強の た めの 受験教育か ら生徒 の創造性 ､

主体性を重視 した創新教育 - の転換は , 教育の模式 の 変化だけ をもた ら した の で はなく ､
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教育の 目標 ､ 教育方法な どに対する要求も変わ っ て い く｣ と い う記述があり ､ 創新教育

は重視され て い る こ とがわかる ｡
しか し

､ 実態は教師か ら の
一

斉教育が今も なお中心 で

あり ､ 創新教育の 求めて い る理念が現場に 反映 され て い な い ｡ 昔か らの 科挙 の流れ に も

影響され て い る可能性もあるが
, 中国では今で も

一

回 の試験で
一

人 の 人生 を決める受験

制度が残 っ て い る の で 受験教育の ために
､ 創新教育は進めにく い状況 に ある ｡

(4) 地域格差に つ い て

文献 3 に 次の 記述が ある ｡
｢ 中国の技術教育に 関 し

､ 教育の 実施が最も困難な地域と

され る貧困地域は ､ 労働者 1 人 あたり の年収が 8 , 0 0 0 - 9 , 0 0 0 元 とされる の に対 し
､

1

人 あたり の年収が 1 0 0 0 元 の 地域で あり
､ 地方に よ っ て は こ れより多い 年収 の地域も貧

困地域に指定 して い る｡ 多く が山間､ 草原 ･ 僻地や少数民族居住で あり ､ 地方年収の 格

差とあると指摘される｡ 貧富の格差 ､ 地域の 格差で ある｡ ｣

1 9 4 9 年に新中国が成立 した｡ 1 97 8 年に改革開放は始ま り ､ 中国の 経済体制は計画経

済か ら市場経済 - 変わ っ たo それ か ら､ 中国の経済は発 展 を遂げて き てお り ､ 今で は経

済的に も世界に 注目される国とな っ た｡ 経済は高度発展 の 一 方で
､ 中国政府は自国の 教

育をとて も重視 して い る｡ しか し
､ 教育領域に お い て技術教育は新たな分野 と して ､ 日

本及び他の 先進国と比 べ ると遅 い と い えるだ ろう｡

高度産業化社会 の 発展に応 じて
､ 技術教育にお い て も

､ 社会の 高度産業化に 対応 して

い くた めの 技術教育が緊急か つ 重要 な課題 の 一

つ に な っ た｡ 中国は土地 が広く 人 口 が多

い
､ 経済 の発展 が とて も不平衡で沿海地域の 経済の 発展 が早 い

､ 内陸が 遅 い と い う現状

がある ｡

こ う した背景 の 下に ､ 本研 究で は内モ ン ゴ ル 地域の 技術教育に つ い て の 日中比較をテ

ー

マ に した ｡ 日中比較研究を通 じ､ 日本の 教育 の優れ た点をより深く 理解 し
､ 将来祖国

に帰り
､ 祖 国 の教育 ､

ひ い て は経済発展に貢献 した い と考えるも の で ある ｡

1
.
3 研究の 目的

本研 究で は , 中国と日本の 教育政策と現状 を比較 して
､ そ の 中で 技術教育 の 比較を中

心的に行う｡ そ して特に内モ ン ゴ ル 地域に適 した創意工夫を取 り入 れた技術教育の 提案

をする こ と を目的とする ｡

1 . 4 研究方法

中国 ･ 内モ ン ゴ ル 地域の 小中学校に おい て教員と児童に 質問 の調査を行 い ､ 技術教育

が どの ようなも の で あるか を明らか にする｡ 内モ ン ゴ ル 地域の 小中学校で授業実践を行

い ､ 授業後質問調査をお こ な い 分析する｡ 小 中学校にお ける技術教育に つ い て 日中比較 ､

中国内モ ン ゴ ル 地域 の技術教育の 現状と課題 を明 らか にする｡
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1 . 5 本論文 の構成

本論文 は次 の ような構成で ある｡

第 1 章に は本論文 の 概要､ 先行研究 ､ 背景､ 研究目的 ､ 研 究方法に つ い て 記述 した｡

第 2 章で は 日中の 学校教育制度を比較する ｡ そ の 中で 中国 ･ 内モ ン ゴ ル 地域の 技術教

育と日本 の技術教育に つ い て 中心的に示す｡

第 3 章で はまず､ 内モ ン ゴ ル 地域 の小中学校で 日本人 の 学生が創意工夫を取り入れ た

も の づく り授業実践 を行 っ た結果を示す｡ 次い で現地 の教育大学生 に 日本式 の 授業の 方

法 を指導 して そ の 学生らが小中学校で創意工 夫を取 り入れ たも の づく り授業 を実践 し

た結果に つ い て示す｡

第 4 章で は第 2 章の 調査､ 第 3 章の 実践の 結果の 分析 ､ 考察を示す｡

最後に第 5 章に本論文に つ い て の まとめ を示す｡
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第2 章 : 教育制度 の 比 較

2
.
1 学校教育制度 の 比較

こ の 章の 目的は 中国と 日本の 学校教育 の制度を比較 して そ の 相違点を明 らか にする

こ とで ある｡

参考文献
2
に よる と中国は改革開放政策 の も とで

､ 戦後の 日本 の ように ､ 経済発展や

都市化な どが急速 に展開され て い る｡ 変化 して いく社会構造に 対応するために ､ 現実問

題 と して様 々 な生活課題 が問題視され て い る ｡ それ に伴 っ て 地域の 教育で も大きな変化

が出て い る ｡ 1 9 9 3 年 2 月 に ､ 中国教育全般 の発展 に重 要な意味を持 つ 文書 ｢ 中国教育

改革発展要綱｣ が中央政府か ら通達された｡ それ まで に ､ 中国の 文化大革命後に教育改

革の 基本方針 を指 し示す文書が出された の は
､ それ以前 の 1 9 8 5 年 5 月 の ｢教育体制改

革に 関する決定｣ で ある｡ そ の ｢ 中国教育改革発 展要綱｣ が出された の は ､ 市場経済 の

導入 な ど国家体制 の 根幹に 関わる変更も含 め
､ 諸々 の 改革が急速に進み ､ 以前とはか な

り異なる情勢が現れて お り ､ 相応 の修正 をする必要性があ っ た ため で ある｡ それ により ､

｢ 今後の 諸政策に は ､
｢ 市場原理｣ ｢競争原理｣ ｢能力主義｣ に基づき

､ 多様性 ､ 効率

性 ､ 柔軟性 ､ 開放性を
一

層追求 しようと い う趣 旨で
､

こ の 多様性
､ 柔軟性

､
開放性な ど

の 規制緩和的な方針に より
､

全面的な人材 を培養する べ きで ある｣ と記述され て い る ｡

2 0 05 年 9 月 1 日か ら新 し い義務教育法が実施された ｡ 新 し い 法で は以下 の ような新

たな内容が ある｡

1 . 経費

義務教育 の 経費は法律で保障するこ と｡ 省 , 県 ､ 自治区 の 政府 の 予算で は必ず農村牧

区 の義務教育の 経費を入れ る こ と｡

2 . 均衡

学校と学校間の 運営実力 を平衡さ せる こ と と し ､ 重点と非重点と分ける こ とを法律で

禁止する｡ 各地 の 政府義務教育の 平衡発展 を調節する ｡ 条件が悪い 学校に力 を入れ て農

村牧区 の子供た ちを学校に行かせ る こ と｡

3 . 無料化

義務教育の 学費､ 教科書など全部無料で ､ 生活が厳 し い 児童 生徒の 生活費を
一

部学校

が払うこ と｡

4 . 素質教育を全国的に 実施 し
､ 学生の 全面 的な能力を中心と して ､ 教育の 質と量 を保

証する｡

5 . 教師 の地位 と給与 を上 げる こ と｡

こ の ような内容が新たに追加 され て い る こ とか ら ､ 中国の 教育部が中国全体の 国民 の

素質を高めるた めに力を入れ て い る ことが読み取れ る｡

中国 の 学校 で は日本とは異なり 9 月 か ら 7 月 まで が 一

年とされ ,
1 99 5 年より週休 二

日制が実施され て い る｡ 教育制度は初等教育 ､ 中等教育 ､ 高等教育に分 けられ て い る｡
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そ の う ち義務教育とな っ て いる の は初等教育( 小学) お よび中等教育の うちの 初級中学

段 階ま で で基本的に は 日本と同様で 6 歳か ら の 9 年間とな っ て い るが ､ 義務教育の 開始

年数に つ い て は ､ 条件の 整わな い と こ ろで は ､
7 歳か ら開始 して もよ い とされ て い る｡

こ の ように修業年数は基本的に は日本と同 じ 6 年
-

3 年制で あるが ､ 牧 ･ 農村部で は 5

午
-

4 年制 の例も ある｡

2 . 1 . 1 初等教育

初等教育とは小 学教育を指 し ､
｢ 学齢期児童 の 入学率は 2 0 0 6 年 の 統計で は 9 9 . 0 9 %

とな っ て い る｣ と文献
3
に記述されて い る｡ 児童 が入 学する際に は居住する学区に より

入 学する学校が決められ る｡ 教育課程の基準に つ い て は 国 (数育部) が定め
､

こ の 基準

に基 づき各省 ･ 自治区 ･ 直轄市がそれ ぞれ の 地域に つ い て基準を作成 して い る ｡ 内モ ン

ゴ ル で の 現在 の履修科目は言語 ･ 文学､ 数学 ､ 自然､ 思想品徳 (道徳) ､ 体育､
技術 ､

音楽で あり
､ 高学年か らは外国語も教えられ て い る ｡ 進級に つ い て は 日本と異な り

, 学

年成績が不合格とな っ た場合は留年､ 逆に優秀な児童 に は飛び級が認 め られ
､ 卒業の 際

に は卒業試験が実施され て い る ｡

なお ､ 従来は小学か ら初級中学に進む際に は入学試験が実施され て きたが ､ 現在で は

廃止 の 方向に 向 か っ ており
､ 現在 ､ 初級中学入学の 際に は

､ 原則と して 移住地域付近 の

中学に振り分けられ て いる ｡

一

般に ､ 小学校は朝 8 時半に 始まり ､ 途中休憩を挟み ､ 午

後 4 時､ または 5 時く らい に終わ る｡ 休憩は時限 (1 時限 は 4 0 分か ら 4 5 分) ごとの 1 0

分間の休憩と 1 時間の 昼休み の ほ か ､ 朝の 1 0 時か ら 3 0 分間の 体操休憩が ある ｡ 目の 周

り の マ ッ サ ー ジや体操も行 っ て い る｡ 訪問した ス ズ ワ ン チ モ ン ゴ ル 民族小学校 の ほ とん

どの 学生は寮生活 を送 っ て い る｡ 昼は学校 の食堂で ご飯 を食 べ て ､

一

時間半の 昼寝を行

う｡

2 . 1 . 2 中等教育

中等教育は普通教育と職業教育に分けられ て い る ｡ そ の う ち普通教育に つ い て は初級

中学および高級中学で 実施 して い る｡ なお ､ 職業教育に つ い て は中等専門学校 ､ 技術労

働者学校 ､ 農業 ･ 職業中学で実施 して い る｡

( 1 ) 初級中学

｢初級中学は 日本 の中学校に当たり修業年数は 3 - 4 年 ､ 小 学か ら の初級中学 - の進

学率は 2 00 6 年で は 約 9 9 . 09 % とな っ て い る｡ 履修科目は言語 ･ 文学 ､ 数学 ､ 外国語 ､

物理
､ 化学 ､

生物 ､ 政治, 音楽､ 美術､ 技術 ､ 労働 ､ 体育で あり ､ 小 学と同 じく 留年 ･

飛 び級が認 められて いる｡ 卒業に際 して は 6 月 に省や区 ､ 県など 一 定地域で統
一

の卒業

試験が実施され る｡ 内モ ン ゴ ル 自治区で は本年 6 月 2 4 日 ､
2 5 日 ､ 2 6 日に モ ン ゴ ル 語 ･
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中国語 ､ 数学､ 物理 ､ 化学､ 政治､ 歴史､
の 7 科目で実施され た｣ と文献

4

に記 されて

い る｡

統
一

試験は卒業試験で あるとともに高級中学等 - の入 学試験とも な っ て い る ｡ 生徒は

事前に第
一 志望以下何校か を記入 した志願書を提出し

､
こ の 統

一

試験の 成績に基づ い て

進学先が決定される ｡ 現在中国で は受験戦争が過熱化 して おり ､ 学校側も私 立学校が増

え激 し い生徒獲得競争が起こ っ て い る｡ なお ､ 初級中学卒業生 の 進学率は 20 06 年で は

8 0% とな っ て い る｡

( 2 ) 高級中学

高級中学は 日本の 高等学校に 当たり ､ 修業年数はほ とん どが 3 年で あり
､ 履修科目は

言語 ･ 文学 ､ 数学 ､ 外国語 ､ 物理 ､ 化学､ 生物 ､ 歴史 ､ 地理 ､ 美術 ､ 政治､ 体育､ 労働

技術な どとな っ て い る｡ 高級中学で も留年 ･ 飛 び級が行われ て い るが統
一 の 卒業試験は

なく ､ 各科目修了 の 際､ 省 ･ 自治区 ･ 直轄市 ごとに行なわれ る共通試験に合格する こ と

が卒業 の要件とな っ て い る｡

2 . 1 . 3 高等教育

高等教育機関と して は修業年数 4 - 5 年 の大学 ､ 2 - 3 年 の 専科学校 ,
短期職業大学が

あり
､ そ の ほ か に 大学や 国 ､ 省 ･ 自治区 ･ 直轄市所属 の 研究機 関で大学院 レ ベ ル の 教育

が行われて い る｡ こ れら大学等 へ の 入学者は
､ 毎年 7 月 7 日 ､ 8 日 ､ 9 日 の 全 国統 一 入

試に より選抜され る｡ 受験教科は言語 ･ 文学､ 数学､ 外 国語
､

そ の ほ か に文化系に つ い

て は 政治お よび歴 史
,
理科系 にお い て は物理 ､ 化学とな っ て い るが ､ 現在必須受験科目

を言 語 ･ 文学 ､ 数学､ 外 国語と し
､

そ の ほ か の 科目に つ い て は 各大学で選定する方向 -

の 改革が進 ん で い る｡ 高等教育 - の進学に際 し ､ 競争 して い るの は ､ 生徒ばか りで は な

い
｡ 教師も生徒 の 成績でそ の 能力が判断され ､ 成績 の よ い ク ラ ス の 教師は ､ 学校の 誇り

とされ るほ か ､ 評価にも つ ながるo さらに は ､ 進学率 の 高い 中学校校区に転居する親も

出て きて
､

周辺 の 住宅費を上 げて い ると い っ た こ とも生 じて い る｡

2
.
1

.
4 学校教育制度の 比較

中国と日本 の 学校教育制度を比較する ために参考文 献に 基づき義務教育 ､ 主 なる学校

体系､ 教育課程 の 基準､
カ リ キ ュ ラ ム の 内容 ､ 学年

･ 学期及び週 5 日刺 , 学校担任制度

に つ い て 下 の 表に まとめた｡

5

表 1 教育制度 の 日中比 較 ( 文 献 7 を参考 に作成)

区 別 中国 日本

義務教 9 年 ( 6 - 15 歳) 9 年 (6 - 1 5 歳)
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A

日

主たる

学校体

系

6 - 3 - 3 (
一

部5 - 4 - 3) 制 6
-

3
-

3 制 (
一

部6
-

6 制)

教育課

1 . 国が教育課程の 基準を定め
､

これ を 1 . 文部科学省が学校教育法に基づ

基に 省､ 自治区､ 直轄市が地域内の 基 く省令に より ､ 教科､ 授業時数等を

程 の 基 準を制定 定めて い る○

準 2 . 国は各教科に つ い て教育内容の 基 2 . 省令に 基づ き ､ 文部科学大 臣が

準 ( < 教学大綱 > ) を制定 学習指導要領 を定めて い る ○

カ リ キ

1 . 小学校で は思想晶徳､ 国語 ､ 算数､ 1 . 小学校で は国語 ､ 社会､ 算数 ､

外 国語 ､ 体育､ 音楽､ 美術､ 技術､ 自 理科 ､ 音楽､ 図画 工作､ 家庭､ 体育

然常識 ､ 地理常識 ､ 歴 史常識や労働の の ほ か ､ 道徳と特別活動はそれぞれ

時間も4 年生 以上 に1 時間 3 5 授業時数 ､ なお1 - 2 年は社会 ､

2 . 初級中学で は政治, 国語 ､ 数学､ 外 理科に代わり生活科

国語 ､ 物理 ､ 化学､ 歴史 ､ 地理 ､ 生物 ､
2 . 中学校で は国語 ､ 社会 ､ 数学､

理

生理衛生 ､ 体育､ 音楽､ 美術の ほ か
､ 科､ 音楽 ､ 美術 ､ 保健体育､ 技術家

労働技術教育が年間2 週間 庭を必修科目 ､ 音楽 ､ 美術､ 保健体育､

3 . 高級中学で は政治､ 国語 ､ 数学, 技術家庭 ､ 外 国語 を選択科目

ユ ラム 外 国語 ､ 物理
､ 化学 ､ 歴史､ 地理 ､ 生 3 . 高等学校で は国語 ､ 社会

､ 数学､

の 内容 物 ､
生理衛生 ､ 体育 ､ 音楽､ 美術の ほ 理科､ 保健体育､

芸術 ､ 家庭の 共通

か ､ 労働技術教育が年間4 週間 ､ 学校 必修科目 の ほ か に ､ 各専門に 属する

に より ､ 第 2 学年か ら文科と理科の コ 選択科目

-

ス 4 . カ リ キ ュ ラ ム の 特色は基礎基本

4 . カ リキ ュ ラム の 特色は道徳な い し を重視､ 個性を生 かす教育の 充実

政治教育 の重視､ 労働教育の 実施 5
.

2 0 0 2 年か ら新 し い < 学習指

5 . 2 0 0 1 年か ら技術教育の必修化 導要領> を実施

6 . 2 0 0 2 年か ら小学校の 外 国語を 6 . 外国語及び情報教育を重視､ 新

全国的に導入 ､ 総合学習科を設置 しく 総合学習時間を設置

学年 ､ 学

期及 び

週 5 日

刺

1 . 学年度は9 月 - 7 月

1 . 学年度は 4 月 1 日 - 3 月 3 1 日

2 . 学期制 ( 公立学校に つ い て は都

2 . 学期制 (1 学期 : 9 - 1 月 又 は2 月初 道府県教育委員会が私立学校に つ い

め ､ 2 学期 : 2 月 末 - 7月 中旬) て は都道府県知事が定め ､ 通 常は 3

3 . 1 9 9 5 年か ら土曜日と 日曜日 を 学期制)

休 日 とする完全週 5 日制を実施 3 . 2 0 0 2 年 か ら土曜日 と日曜日

を休日 とする完全週 5 日制を実施

学級担 1 . 小学校 ､ 初級中学､ 高級中学校 い 1 . 小学校 : 学級担任制
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2 . 2 技術教育 の比較

教育課程が大 きく 変わろうと して い る中で , 技術教育は人 間形成 に と っ て , また技術

立国を支える国民 の 教養と して不可欠 なも の で ある｡ 技術と い う単語 の 意味か らみて 技

術教育は国の 発展 に つ い て とても重要な問題 に なる と考える｡ そ の た めに まず出身地 で

ある中国 ･ 内モ ン ゴ ル 地域 の技術教育の 現状を日本と の技術教育と比較 して 相違点を明

ら かに する ｡

2 . 2 . 1 日本 と中国 の義務教育の 相違点 :

1 . 学校活動 - の 参加 に つ い て

中国で は 上手 に で きる生徒だ けが選 ばれ て参加する ､ 選 ばれ なか っ た生徒は応援する

側 に 回 る ｡ それ に 対 して
､ 日本で は生徒全員が参加 する こ とを基本 と して い る｡ 日本の

ほ うが 一

人 ひ とり よ い とこ ろを評価され る の で ､ どん な子供も自分に 自信 を持 つ ことが

で きると こ とに 対 し
､ 中国の ほうは生徒た ち の競争意識 を高める ｡

2 . クラ ス にお ける人間関係に つ い て

中国で は 小学校 6 年間 クラ ス 替えは なく ､ 先生や友達との 関係が親密に なる｡ そ の た

め
､

お互 い に家族 の ように助け合うこ とが普通 で ある ｡ それ に対 して ､ 日本 の 小学校で

は 2 年に 1 度 クラ ス 替えが行われ るの で中国の ような家族的な関係が でき に く い 反面 ､

小学校 の 6 年間で 大勢の友達ができ るこ と に なる ｡ そ の結果 ､ 新 し い人 間関係 を自分で

構築する能力 が育て られると考えられる｡

3
. 塾に つ い て

中国 で は塾が法律で禁止 され て い る ｡ 学校以外 で は どん な形 で もお金 をもら い 生徒向

け の授業をする ことが禁止 され ており
､
生徒は学校で の み指導を受ける ことが認められ

て い る｡ 原因は中国で経済 の発展 の 差がとて も激 し い の で塾を認める と富裕層 の 子供が

塾に行く 一 方 ､ 農村牧区の 子供がほ とん ど行けず ､ 不公平に なる か らである ｡

4 . 生徒 の 健康に つ い て

中国で は小 学校 か ら大学まで みん なが体換をする｡ 小学校で は午前 の 2 コ マ が終わ っ

たら全校生徒 の 体操の 時間に なる｡ 大学で も朝 6 時ぐらい か ら体操 の 時間を設 けて い る

と こ ろが ある｡ そ の 場合体操 の欠席が多い と期末 の総合的な評価に影響 し､ 奨学金や学

費免除､ 優秀学生 に評価に参加する資格が なく なる ｡

小学校で は教室 に 目 の体操の 説明図が貼られて い る｡
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5 . 教師 の担当に つ い て

中国で は小学校で も教科 ごとに担当の 教師が指導する｡ 例えば算数 の教師は算数だ け

を教 えて い る ｡ そ の結果そ の科目に つ い て の 理解は とて も深く ､ 専門教育の 研究も し っ

か りと して い る｡ したが っ て専門的に 充実 した指導案 を準備する ことがで きる｡

なお中国で は教師を評価する中心は生徒で あり ､ 生徒に嫌がられ るとそ の 学校で の職

場を失われる ｡

2 . 2 . 2 中国 ･ 内 モ ン ゴ ル地域の 技術教育の 現状

内モ ン ゴ ル 地域の 教育現状に つ い て は以 下 の点が挙げられる ｡

1 . 内 モ ン ゴ ル 地域で 行われて い る技術教育はほ とん ど教科書で 書かれて い る内容を教

師が説 明 して 生徒たちが教科書の 通りに もの を完成させ て授業の 目標が達成すると い

うも の で ある｡ これ に関 して 楊は次 の ように指摘 して い る｡
｢ [ 日本で行われて い る技

術教育は] 技術教育 の 目的は技術的課題解決カ
ー

い わ ゆる技術教育で 育む べ き 固有の 能

力 で ある｡ 技術的課題解決力とは , も の づ くりに 関わる問題 を技術的視点で認 定し, 蘇

題化 して ,

一 定の 制約条件の も とで 最適化を図り つ つ 解決する能力 で ある｡ こ の 点に つ

い て は 内モ ン ゴ ル 地域の 教師たちも認識 して 変わり つ つ ある｡ もう
一

つ は共同的行動能

力 い わゆる技術教育を中心に (学校教育全体で) 育む能力 で ある｡ 合目的的な製作活動

にお い て は , 児童 ･ 生徒間の 共 同や協力お よびそれ ら を前提 と した分業 ･ 分担が 目標達

成 の 鍵となる｡ ｣ 但 し [] 内は筆者が追加 した もの で ある
6

｡ し か しなが ら分業 ･

分担

に つ い て は 内モ ン ゴ ル 地域で はほ とん ど導入 されて い な い
､ 技術 の授業で もほ か の授業

で も生徒はひ とりで 問題 を考えて ､ 自分の 判断 で も の を完成する と い うこ とが普通に な

っ て い て ､ 生徒同士 の 間で意見を交換 したり ､ アイ デア を出 したり議論する こ とは少 な

い ｡ こ う した教育の もとで 育成させる生徒は試験の 点数が高い ほ ど､ 実践能力は低い と

い うケ ー

ス は少 なく な い ｡ 逆に 日本で は小中学校の 時か らみん なで ワ ー

ク シ ョ ッ プ の形

式 で 知識 を共有する ことをとても重視 して い る｡

2 . 内 モ ン ゴ ル 地域 の 技術教育に 関する教材は不十分な状態で ある｡ 限られた時間数の

中で 限られ た授業内容を教える こ とで 生徒 の身に つ ける の は作業をする力だ けで終わ

っ て しまう｡ 技術教育を行 っ て い る教師らは物理 の 専門を卒業 した人た ちで ､ 技術教育

の 専門的な知識は不十分で ある｡ 内モ ン ゴ ル 地域 の 教員育成シ ス テ ム の 中で技術 の分野

は入 っ てお らず､ 学問的に 近隣の分野 の 人 たちが中心的に 行 っ て い る0

3 . 内 モ ン ゴ ル 地域 の技術教育の 内容はほ とん ど昔の 伝統工芸的なも の を中心に行われ

て い る ｡

技術の授業で導入 され て い るの は昔か らの 伝統的な技術で ､ た とえば紐 の 作り方や民

族 の 特徴を反映 した授業を行 っ て い る ｡ 現在の 経済産業の発 展 に応 じたも の づくり教育

は実施されて い な い
｡ 伝統的な技術教育も重要で あり ､ 現在実施され て い る教育でもも

の づく り の 楽 しさな どは体験できる と思われ るが ､ 今後大事な こ とと なる の で あろう｡
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生徒の 創新思考､
探求意識 を育成するこ とが できて い な い ｡

4 . 技術教育 の教育目標
･ 内容

小学校 の 工 作の 目標は ｢ 生徒の表現力
､ 認識力お よび実用する能力を高める こ と｡ ｣

で ある｡ 第1 学年か ら第4 学年で は ､ 直感的な想像力や表現力 の育成に 重心がお かれ
､ 第

5 年 か ら第6 学年 で は ､ 表現力 にさらに中心 を置 い て行われる ｡ こ の ような工 作分野 の教

育にお い て最も重要 な点は
､ 実用的な能力の 育成で ある｡ 授業内容は ､ 生活 に適する服

装､ 飾り物 ､ な どが選択されて い る｡

2 . 3 技術教育 の課題 と展望

近年 ､ 経済の 発展 に力 を入れ て い る内モ ン ゴ ル 自治区で は ､ そ の経済発 展 の鍵 を握 っ

て い る人材育成面 で教育の果たす役割の 大き さが認識され て い る ｡ しか し
一

方で は ､ 経

済成長と共 に産 業構造が変化し
, 社会の価値観な どの 多様化が進み ､ 技術教育に お い て

も新た な対応に追 い かけられて い る｡

内モ ン ゴ ル 地域の 技術教育の 課題と して以 下 の 項目が挙げられ る｡

1 . 技術教育と試験制度

内モ ン ゴ ル 地域の 教育の 中で 技術教育は進学試験に 入 っ て い な い の で 学校内で あま り

重視されて い な い ｡
｢試験制度が残 っ て い る の で 内 モ ン ゴ ル 地域で は各学校段 階の 高学

年に なる と選抜試験に ならな い授業項目は遅れたり ､ ほ か の科目 に変更 され たりする こ

とがあ る｣
7

｡ 試験制度は 変更され つ つ あるが学校間で 競争する ため に試験科目を中心

的に授業が行われ ､ 進学試験に入 っ て い な い技術 ､ 労働 , 自然な どの 授業は高学年に な

るほ ど授業の 質が悪く なる傾向にある｡ そ して 生徒が勉強した い と思 っ て も試験勉強で

忙 しく て だ んだ ん科学制作とか に関心を失 っ て しまうこ とがある｡ こ う した教育制度の

背景で試験 では高 い評価を得る こ とが可能で あるが知識獲得以外 の 実際に役立 つ 能力

は逆に落ちて しまう例が少 なか らず存在すると考え られる ｡ こ の 点からみる と知識を得

る基本科目 の勉強時間と実際に実践 してみ て 生徒た ちの 自分なり の発想 ､
ア イデア を育

成する技術 の授業の バ ラ ン ス を取る こ とが今 の 内モ ン ゴ ル 地域の 技術教育の 課題 の 一

つ と して 挙げる こ とが 考えられる｡

2 . 技術 の授業の 特別性

技術 の授業は ほ か の 科目と違 っ た教材 ､ 教室 ､ 教員な どの 条件が必 要とな っ て くる｡

基礎科 目の 授業は普通 の教室 で行うこ とが でき るが技術 の授業は製作作業をする時の

安全性 ､ 生徒たち の 間の 協同性を育成する こ ともある の で特別 な教室 が必要 とな っ てく

る o 内モ ン ゴ ル 地域 の現状で は基礎科目 の 需要に応 じて
､ 特別 な教室 を用意する こ とは

非常に難 し い こと で ある｡ 技術教育を内モ ン ゴ ル 全地域で 広げて い く に は教育部の行政

の働き が必 要とな っ てくる ｡

3 . 技術科の 教員育成制度

技術 の授業で施設 , 設備を活用 して 効果的な指導を進めるに は ､ なん と言 っ て も担当

＼

､
/

(
一 ニ

ー一
一

- -一一--一一-
I ?三三こ /

~ーー二二二■｢

; 1 .

･

う ≡



教師の指導力 が求められ る｡ と こ ろで ､ 内モ ン ゴ ル 地域 の教員育成制度には日本 の よう

な教員免許制度で なく ､ 大学卒業か関連 の 専門学校を卒業した学生 が教員に なる｡ 例え

ば数学専攻 の人 は数学の教師に なるが ､ 大学に は技術専攻がない の で最も近 隣で あろう

科目で ある物理専攻 の卒業生が技術 の授業を担当 して い るケ ー ス が多 い
｡ 物理 専攻 の学

生 の 習得する授業 の ほ とん どは理論的な内容で ､ も の づく りに関連 して い る授業の数は

きわめて少 な い
｡ 日本で は小中学校 の 科目に対応 した教員育成制度が存在 し , 例 えば中

学校 の 技術 の教師を目指 して い る学生は教育学部の 技術教育専攻で決ま っ た単位の 授

業を履修 して教員免許を取らな い と法律で技術の 教師に なる ことが できな い ｡ 技術 の教

員を目指 して い る学生は大学の 時に自分自身で様々 なも の づくり実践を通 して もの づ

く り授業で必要な能力を身に つ けない と実際に教師に な っ て生徒に教える時､ どこか ら

入 るか わか らなく なる｡ 授業の 効率は落ちて いく の で ､ 内モ ン ゴ ル地域 の教員育成組織

で も技術 の教員を育成するシ ス テ ム が必要とな っ て い る｡

以上 の 3 点をま とめる と内モ ン ゴ ル 地域の 技術教育で創意工 夫を取り入れ たも の づ

く り教育を広 げて いく こ とは現地 の人 たち の努力 と教育機関の 力が必要と考えられる｡

2 . 4 本章の まとめ

本章で は日中 の教育制度 の相違点を明らか にする目的で比較研究を行 っ た｡ そ の中で

内モ ン ゴ ル 地域 の技術教育 の事実を例と して 日本の 技術教育の 制度と現状に中心的に

比較研究を行 っ た . 内モ ン ゴ ル地域 の 技術教育にお い て は伝統工芸 を中心と したも の づ

く りが行われ て い る ､ 日本 の ような創意工夫を取り入れ たも の づく り教育はまた実施さ

れずに い る こ とが わか っ た｡
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第 3 章 : 授業実践

3 . 1 実践 の 目的と方法

3 . 1 . 1 実践 の 目的

内モ ン ゴ ル 地域に おける技術教育の 現状 の調査 を通 して ､ 技術教育の 現状を明らか に

し､ 創新教育の 支援の
一

案を考えた｡ 1 回 目に は日本人 の学生 から創意工夫を取り入れ

たも の づくり授業実践を行 い
､

2 回 目で は訪問調査 の 結果に基 づ い て 日本人 の 学生 によ

る創意も の づく り授業実践を実施 し､
3 回目に 現地 の 教育大学 の 学生 らに ｢『創意工夫

も の づくり授業』 を創る海外 出前授業｣ を行い
､ 考案 した創新教育の 有効性の 評価をす

る の が こ の 実践の 目的で ある ｡

3 . 1 . 2 実践 の 方法

実践 の 目的に も示 したように 以下 の 3 回 の 現地調査 ･ 実践を行 っ た｡

第 1 回 : 内モ ン ゴ ル 地域の 技術教育訪問調査

第 2 回 : 日本人学生中心 の 工夫を取り入れ たも の づく り授業実践

第 3 回 : 現地教育大学生中心 の 工夫を取り入れ たも の づく り授業の 組み立て と実践

3 . 2 も の づ くり授業 の実践

十年前の 内モ ン ゴ ル地域 の教育は基礎科目となる算数､ 中国語 ､ モ ン ゴ ル 語 の 3 科目

で行われて い た｡ そ の後導入 され た技術教育は ､ 全体 の教育事業が発展 して い る流れ を

受けて伝統的な模作だけに留ま らず変容 し つ つ ある ｡ 現在で は どの ようなも の づくり教

育が実施され て い る か は 日本国内に ある資料だけ では良く わか らな い の で ､ まず現地調

査 して ､ そ の 結果に基づ い て小中学校に対 して創意工夫を取り入れた もの づくり授業実

践を実施する こ とと した ｡

一

回目 の活動で は 日本人 の 大学教員 ､ 学生 と中国人 の著者で

内モ ン ゴ ル 地域 の モ ン ゴ ル 民族向けの 小中学校を訪問 し, 技術 の授業を見学 し､ 技術科

の 先生 と意見交換 を行 っ た｡ そ の上 で小中学校 の教員 を育成 して い る内モ ン ゴ ル 師範大

学の 物理 と信息学院を訪問 した Ji r i g a l a 助教授か ら内モ ン ゴ ル 地域 の 技術教育の 全体

に つ い て 聞き取り調査 を行 っ た
8

｡ 同教授は日本の もの づく り授業に とて も関心を持 っ

て い て
､
日本 の も の づく り授業実践を内モ ン ゴ ル 地域 の小 中学校で行うに 際 し全面的に

協力 い ただ ける こ ととな っ た｡ 実践内容と して は､ 内モ ン ゴ ル 地域の 小 中学校 であまり

導入 され て い な い ロ ボ ッ トづくり の授業を 日本人 の 学生が実施する こ とと した｡ 次 い で

3 回 目は現地 の 教育大学の 学生 らに も の づく り授業実践 の組み 立て 法を指導 し
, そ の学

生らが自ら作成 した指導案に 基づ き ､ 小中学校で 実践するこ とと した ｡ 以下 に これ ら の
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3 回 の 実践の 詳細 を示す｡

3 . 2 . 1 内 モ ン ゴ ル 地域の技術教育訪問調査

現在 の 中国 で は都市と地 方 で は教育事情が 大き な違 い があ る ｡ モ ン ゴ ル 民族 で あ

る筆者 が小 学時代 に 内モ ン ゴ ル 自治区 の モ ン ゴ ル 民 族向 け の 学校 で 受け た授業 は

基礎科目 ( 数学 ･ 蒙語 ･ 漢語等) だ けで あり ､ 技術的な も の づく り の 授業は なか っ

た ｡ 現在は こ う し た事情は大きく 変わ っ て い る と の 情報を得た｡ そ こ で 中国の 地方

の
一

例 と して 内 モ ン ゴ ル 自治区 を対象と し
,

さ ら に 当 地 で 少数派 で あ る モ ン ゴ ル 民

族 向け の 学校 を対象に 現在 の 初等もの づ く り の 状況 を調査 した ｡

期間 2 0 0 6 年 9 月 4 日 - 8 日

訪問者 田中 宏貴 ( 学部生) ,
包金 小 ( 院生) ､ 松岡 守 (教員)

訪問先 呼和浩特 ( フ フ ホ ト) 市蒙古族学校 ( ′ト中学校)

四子 王旗 ( ス ズ ワ ン チ) 蒙古族′j ､中学校 ( ′ト中学校)

内 モ ン ゴ ル 師範大学

今回 の 調 査 で は内 モ ン ゴ ル 地域 の ′J ､ 中学校 を訪 問 し ､ 技術 の 授業を見学( 図 1) して

小 中学校 の 技術 の 教師と意見交換 を行 っ た . 図(2) は 見学 した 四子 王族( ス ズ ワ ン チ)

蒙古族′ト学校 の 学生作品 を示 して い る . 図( 3) は 見学 したEg 子 王族 ( ス ズ ワ ン チ) 蒙古

族中学校の 学生作品 を示 して い る｡
こ の 作品 は展覧会に 展示 され , 師範も可能 と い う こ

とで あるo 内 モ ン ゴ ル 地域 の 小 中学校 の 技術 の 教員を育成 して い る内 モ ン ゴ ル 師範

大学 の J i r i g a l a 助教授 を訪 れ て 内 モ ン ゴ ル 地 域 の 技術 教育 の 基礎情報を提供 い た

だく と共 に ､ 同大 学の 技術 ･ 理科教員養成 の状況 に つ い て 紹介 い ただ い た ｡
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図 l 技術 の 授業 図 2 中学生 の 作品



図 3 /ト学生 の 作 品

内 モ ン ゴ ル 自治区 で は人 口 の 約 4 / 5 が漢民族 , 残 り 1 / 5 が モ ン ゴ ル 民族で ､
モ

ン ゴ ル 民族は 少 数派 で ある Q こ の 少数派民族 向け に設 け られ て い る公 立 学校が モ ン

ゴ ル 族学校で あり ､ 中国語 でなく ､
モ ン ゴ ル 語に よる教育を受ける こ とが でき るよう に

な っ て いる o ただ し モ ン ゴ ル 語 で初等中等教育を受けると中国語 を用 い て いる有名大学

- の進 学が難 しく な ると言う事情があり
､ 中国言落の 学校に通 う モ ン ゴ ル 人 の 生徒も少な

くな い o また四子 王旗 ( ス ズ ワ ンチ) 蒙古族小中学校 ( 小 中学) とも モ ン ゴ ル 語 で教え

る クラ ス と 中国語 で教える クラ ス の 両方が あり ､ 希望に より どちらかが選択で きるよう

にな っ て い た｡

当初 の計画 で は僻地地域の 大変小 さく設 備 も整 っ て い な い 小中学校 を見学する こ と

を想定 して い た ｡ しか しなが ら中国の 最近 の教育政策に より こ う した′ト中学校は整理 ･

統合されて おり ､ ほ とん どなくな っ て しま っ て い ると い う情報 を得た. 今回訪 問した′ト

中学校も整理 . 統合後 の も の で あるo 特に呼和浩特 ( フ フ ホ ト) 市は内 モ ン ゴ ル 自治区

の ｢ 区都｣ で あり ､ 呼和浩特市蒙古族学校は区都にあ る モ ン ゴ ル 民族学校の 中で も優れ

た学校で あるよう で あるo もう
一

つ の 訪 問先で ある ス ズ ワ ン チは フ フ ホ ト市か ら車で 2

時間 か かる小さな町で あるが
､ 訪 問した四子 王旗蒙古族小中学校は最近建て られたも の

で呼和浩特市蒙古族学校と同様 ､ 日本の 平均的な学校より設備 の 充実 した学校で あ っ たo

学校 の整理 ･ 統合の 結果 ､ 放牧を業とする家族か らとすると近く に 小中学校が なくな っ

た こ とに なるo 新 し い 学校は寮が充実 して おり ､ そう した家庭 の 生徒た ちは幼少 か ら寮

生活 を して 勉強 をす るように な っ て い る｡

(1) も の づ く り授業の 時間数

中 国 の どの 学校に お い て も授業計画 は中央 レ ベ ル の 教育機関で制定され ､ 中央 ､ 地方､

学校 の 3 つ の レ ベ ル で管理 され て い る
､こ そ して

､
モ ン ゴ ル 族小 中学校 に お ける 全課程に

つ い て は
､ 中央 レ ベ / レ の 国家民族事務委員会が授 業計画 を決定 し

､
各科 の 教学大綱を作

成 L て ､ 教材 の 企画 ･ 編纂 ･ 審査 を行 っ て い る｡. そ し て
､ 地方 レ ベ ル の 内 モ ン ゴ ル 教育

二 ∴ ･

土
__｢

~
｢ テ｢ ⊥



行政 部門で は ､ 中央で計画された教 育内容 に 基づ き つ つ
､

モ ン ゴ ′レ族 Lr ) 実状に照 らして

実際に 実施 され る
'

E レ ベ ル の 授業計画 を制定 し
､ 中央 に報 告す る.一 最 後に民族学校 レ ベ

ル で は
､
地方で制定 した授業計画に 基

-づい て 具体的 7
i

L
l

時間割 を 作戒 L
,
内容 を確 定して

か ら
､

内 モ ン ゴ ル 教育委員会に報 告 L
､ 指 示を仰ぐ こ と に な っ て い る_ 以 上 か ら分か る

とお り
､ 民族学校 にお け る授業計画U )lI書正 や 審査権 は 民族 自治政府 ､ 中央 レ ベ J 川 ) 国家

民族 事務委員会 ､ 民族学校と い う三 つ 0 ) 部分が ある
モー

._

図 4 は四子王族 ( ス ズ ワ ン チ) 蒙古族小学校学校 の 時間割 をも とに まと めた 各学年

の授業時数 で あ るc も の づく り に 関わ る壬受業は技術 . 社会 . 労働で
､ それ ぞ れ技術

は 3 年 か ら 5 年 ま で週 2 回 ､ 労働は 5 年生 で週 1 回 ､ 自然 は 3 年 生 で 1 回 . 4 , 5

年 は過 2 回 の授業が ある ｡ つ まり 日本よ り も多 い ｡ 技術に関 して 授業時 間数は 日 本

より も多く 力 を入 れ て い る こ と が読み取 れ るD

図 4 調査 し た 小 学校 の 時間割

(2) 教科書に つ い て

教科書は ､ どの 国にお い て も教授 ･ 学習の 中心 となる教材で ある ｡ 中国 の 学校教育で
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使用 される教科書は ､ 国家教育委員会直属 の 人民教育出版社が建国以 来､ 執筆 ･ 編集 ･

出版 して きたが
､

1 9 85 年に教科書検定委員会 (原語 は ｢ 全国中小学教材審定員会｣ ) が

発 足 して か らは検定制度も始まり
､
人民教育出版社以外 の ごく

一

部の 大学出版社な ども

教科書作り に参加 で きるようにな っ た｡
｢ 一 方､ 少数民族に 関 して は

､ 国家教育委員会

と国家民族事務委員会が1 9 9 2 年に配布 した『少数民族の 教育を強化する こ とに関する い

く つ か の 意見｣ に お い て ､ 『民族自治機関で は少数民族 の文字に よる教材の 編集､ 出版

および検定を強化す べ き で ある｣ と指摘され た｣ と中華人民 共和国義務教育法に記述さ

れ て い る
1 0

｡ そ の ため ､ モ ン ゴ ル 民族学校で使用する教科書は内モ ン ゴ ル 文教材協議

小組で 計画 され ､ 全国教材審査委員会が審査 した後に内モ ン ゴ ル教育出版社が独自に発

行する こ と に な っ た｡ しか し ､ 民族独自編纂教材以外 は北京民族教育出版社で発行され

たも の を翻訳 して 出版 して い る の が現状で ある｡ すなわ ち ､ モ ン ゴ ル 民族学校にお ける

教科書は 民族独自 の教育内容が含まれて い る
一

部科目 の 教科書 ( ｢ モ ン ゴ ル 語｣ 科目)

を除い て は ､ 原則と して漢族学校の教科書を翻訳 したも の を使用 して い る｡

教材 の 内容 : 今の 科学の 本は 小学校 1 年か ら中学校 3 年まで 学期毎に分冊 とな っ て い

る ｡ 内容は 文字だ けで はなく写真な どの配分が 工夫され ､ 章毎に まず伝 えた い 科学の 知

識を文字と写真等で表わ して ､ 生徒たちが自分で 考えて ､ み ん なが意見 な どを交換 して

結論を出すように考えられて い る｡

教材 の構成 : 教材は本の 内容に合わせ て子 どもた ちが自分で作れ るように 本と
一

緒に

セ ッ トとな っ て い る ｡ 本の 案内を見ながら物を作ると い う こ とで子 どもが理科の 面白さ

を自然の 流れ で納得できる｡

教材の 目的性 : 教材の 内容も し っ か り して い る｡ 小学校
一

年生 向けで は身の 周り の 基

本的な知識を子供た ちに教 え
､ 学年と共 にだ ん だん最も科学的な内容に進ん で 行く ｡ 教

材 の名前も学年に よ っ て異なる｡ 例えば手 工製作 ､ 労働 ､ 科学製作､ 科学活動 ､
な どい

ろ い ろな種類がある｡ なお ､
モ ン ゴ ル 語 の 教科書はほ とん ど内モ ン ゴ ル教育出版社が出

版 して い る も の で ある｡

教材 の 費用 : 義務教育で使われ て いる教科書は全部無料で 国と自治区政府か ら提供 し

て い る
､
そ の お金 は前に述 べ たように政府 の 予算で まか なわれて い る｡ こ の政策は最近

行われ始めた ｡ 就学年齢に達 した子 どもな らだれ で も義務教育を受けられ るように な っ

た ｡

教科書 の重要性 : 教科書は教育内容 を決定 して い る ｡ 教師は教科書に記載され て い る

内容に した が っ て 授業の 計画 を作り出すも の で教科書 の 内容が合理 的で ある か どう か

は直接に授業 の質的内容に 作用する｡

教科書はも の づく り の 内容だけで は なく ､ 生物 ､ 社会な どの 内容も混 じ っ て い る場合

もある｡ 指導教員が どの 内容を先に勉強する か を確定 して か ら指導案を作成 し ､ 教育目

標 ､ 教育方法を検討 した上 で授業を実施する ｡

内 モ ン ゴ ル 小学校 の 授業 の様子 を理解するた めに 小学校4 年
-

学期 の授業の 内容 の

一

部を紹介する｡
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-

学期で十二幸 の内容が位置付けられて い る ､ それ と本 の 内容に応 じた授業で使う教

材は 図 (5) の ように袋詰めにな っ て いる .

図 4 教科書 の 表術 図 5 教科書 と教材

図(4) は小学校 4 年
-

学期で使う教科書の 表紙 を示 して い るo 教科書 の 名前は ｢ 科学

小制作｣ と書かれ て い るo 本 の第
一 章は ｢ 科学の 案内｣ と い う表題 で あり , 内容は全世

界 で有名 な科学者 の研 究

経験 ､ 研 究成果 な どを紹介 して い る｡ 第二 牽か らは 電気ス タ ン ドの 組み立て ､ 回路の組

み立て な どの授業内容が書かれて い る｡
こ の 中か ら例 と して 第八草を紹介す る ｡

図 6 1 7 教科書内容

図(6 I 7) は電気 ス タ ン ドの組み 立て に つ い て 授業内容を書 い て い る こと を示す. 内容は

文字だけで なく絵 ､ 表などがか かれ て昔の 筆者の 経験した基礎科目 と違 っ て生徒の 勉強

意欲を引き出す こ とに 力を入れ て い る こ とがわかる c

二l )



囲8 教科書内容

授業 の は じめに先生 に か ら授業の 内容な どを説 明 して 子供たち が机 の 上 の材料を見な

が ら電気 ス タ ン ドの組 み立 て方 を自分で考える o 先生 が電気 ス タ ン ドの 構造､ 点 い て い

る原 因 な どを生徒か ら聞く ｡ 図 8 は電気 ス タ ン ドの 構造な どを生徒に 考えさ せ る内容が

書 かれて い る こ とを示す ｡

実験 の 方法と過程

1
. 実験 の材料 :

電球 , 電池ケ ー

ス ､ 導電線 ､
ス イ ッ チ

2 . 回路図を観察 :

電球が つ く条件 ､ ス イ ッ チ の役割

3 . 回路図 の ように自分で 組み立て :

回路図 を見 なが ら電気 ス タ ン ドを作るo

4 . 展覧と意見交流 :

教科書と善かれ て い る手順に電気 ス タ ン ドを作成する o グル ー プ の 間で作品を紹 介する
､

自分の つ く っ た伝区 ス タ ン ドの 長所と短 点を考えて みん な で議論する
､

工作過程 の身

に着け た知識 を議論するo

5 . 評価基準 :

完成 した作品 に つ い て評価を行うo 作品が教科書に 書 い て い る構造 をあ っ て い る か , 作

品 の 外観 ､ な どに つ い て評価する｡ 表 2 は評価基準に つ い て まとめたも の を示す o

て
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表 3 評価基準

評価者

評価内容

自分か らの 評価 他 の 生徒 の評価 指導教師の 評価

組み立 て が正 し い
､

ス イ ッ チ の機能が分

か つ た

電池の ブラ ス
､

マ イ

ナ ス を理解で きた○

電気に つ い て 知識を

身に 付けた

教育目標 :

1 . 電気 ス タ ン ドの 組み立て を通 じて電気に つ い て知識 を教える｡

2 . 電気 ス タ ン ドの 組み立て 方法を教える ｡

3 . 簡単な回路図 を理解する｡

最後に ホ
ー ム ワ

ー

ク :

自分の 作 っ た電気ス タ ン ドを家族に見せ て くださ い ｡

一

回 の授業は 4 5 分で
一

章の 内容を教える｡ 子供たちが理解 でき な い
､ 作業が終わ ら

な い場合は午後 の自由活動の 時間で補習する場合が ある｡

今 の授業の 中心 は生徒たちに科学の原理 を理解させ て ､ 科学技術に対 して興味を引き

出す こ とを大事に して いる ｡

内 モ ン ゴ ル 自治 区 の 小 中学校 を訪問 し ､ も の づ く り 教育の 状況 を調査 した ｡ そ の

結果 ､ 以上 の よう に筆者 が経験 した教育とは大きく 異な り
､

ま た 日本 の 教育と比 べ

て も充実 した技術教育が進め られ て い る こ とが わ か っ た ｡ し か しな が ら ､ 決 ま っ た

も の づ く り以 外 は で きず ( 決ま っ た も の 以外 の 材料購入 は 一

切認 め られ な い) ､ ま
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た 中学校 の 技術は 社会に出て す ぐ役に経 つ よ う な 手 工 芸的 な も の を身 に つ ける の

が 目的 の よ う で
､ 日本 の よう に創意工 夫 を取 り入 れ た も の づ く りが 見 られ な い と い

っ た相違点も 明 らか と な っ た o

3
. 2 . 2 日本人学生 に よる授業実践

実践 目的 :

内モ ン ゴ ル 地域の 小中学校に日本の創意工夫を取り入れ たもの づく り授業を紹介する｡

実践方法 : 日本人 の 学生 か ら内モ ン ゴ ル の′ト中学校 で モ ー

タ
､

ロ ボ ッ ト作り授業を実践

す る｡

寸受業実践 の 計画 :

内 モ ン ゴ ル 地 域 の /ト中学校と内 モ ン ゴ ル 師範大 学 の 授 業 を見 学 して 訪 問調 査 を

行 っ た結果 ､ 内 モ ン ゴ ル 自治 区の ′ト学校 には El 本 の 理科室 が 存在せ ず ､ 技術 の 授業

の 作業も通 常 の 教室で なされ て い た ｡ こ の た め
､

実施 予定 の も の づく り教育も通 常

の 教室 で 行 え る も の とす る必要 が ある｡ ま た
､

内 モ ン ゴ ル 地 域 の も の づ く り教育は

日 本よ り も む し ろ充実 して い る が
､

ロ ボ ッ トづ くり は小 中学校と も実施 して い な い

と の こ と で , こ れ を希 望する意見 を現地 の 先生 方より い た だ い た ｡ 当初は 小 学校か

中 学校 の どち ら か で特 定 の 学年 に つ い て ク ラ ス 分だ け 実施す る こ とを想 定 して い

た. 代表 で 特 定 の 学年 の - クラ ス だ けで も 良い か ら ′ト学校 と中学校 の 両 方で 実施す

る こ とを求 め られ た ｡ そ こ で 小 学校で は ク リ ッ プ モ ー タ 作 り , 中学校 で は ス リ ー

モ

ー タ作り授業内容 と して 指導案を設計 して 準備を進 めた. 指導案は 日本人 の 学生 か

ら作成 して 筆者 が モ ン ゴ ル 語 に通 訳 して 授業 に選 択 した.

図 9 製作方法 の 説明 (中学校) 図 10 動作確謎 (中学校)

授業実践 は 日本人学生 か ら授業 を行 い ､ 包が 通訳 した ｡ 授業 の 形は 内モ ン ゴ ル 地
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域で ほ とん ど実施され て い ない ワ ー

ク シ ョ ッ プ で の 形で 授業を行う こ とと した ｡ 図

9 は中学校 2 年生 の ス リ ー モ ー タ の 授業で 作業手順を生徒 に説明 して い る様子 を示

す｡ 授業中は生徒た ちが熱心 に取り込 ん だ ｡ 図 1 0 は生徒が完成 した 作品 を動作確

認 して 自分の オリ ジナ ル 作品 に チ ャ レ ン ジ して い る様子 を示 す｡ 日本人学生 か ら指

導 を行 っ たが 生徒たちは言葉 の 壁 を気 に せ ず どん どん 聞い たり
､ 質問 した り して 指

導教師と生徒が相互 交流が で き た ｡ 表 4 に実施概要 を示 す｡

表 4 概要

学校

項目

フ フ ホ トモ ン ゴ ル 民族小 フ フ ホ ト モ ン ゴ ル 民 族 中

学校 学校

学年 5 年 2 年

生徒数 4 2 人 3 8 人

指導者 日本人 の 学生 日本人 の 学生

授業形式 ワ
ー ク シ ョ ッ プ ワ

ー

ク シ ョ ッ プ

授業内容 クリ ッ プ モ ー タ つ くり ス リ ー モ ー タ つ く り

授業時間 9 0 分 1 0 0 分

実践結果 :

1 . 授業内容 :

内モ ン ゴ ル 地区の 学校の 教材と して は珍 し い ロ ボ ッ トや､
モ ー タ を使 っ たた め､ 生徒

達は非常に 興味を持 っ て くれた｡ 内モ ン ゴ ル 地域の 小中学校で は昔の もの づくり教育は

盛ん で い る｡ 例えばお 正月 の 時玄関な どを飾るために使う紐 の 作品な どがある｡ 昔の 時

∑ 誕



の伝統的な作品を失 っ て は い けない
､ それ と共 に今日 の経済産業の 発展 を支える教育制

度 ､ 教育方法を取り入れない と厳 し い経済競争に負ける しかな い
｡ 教育も社会 の発展 に

応 じて 変更する必 要があると考えられる｡
ロ ボ ッ ト作り の授業内容は教師の 指示通り に

完成 した作品を観察､ 思考 して自分の オリ ジナ ル 作品作りやすい とい うメリ ッ トがある ｡

単なる作品を組み立て るだけで なく班の成員みん なが協力 しあ っ て 作る過程で
一

人で

は完成でき な い 院れた作品を生み出すこ とが できた ｡

3 . 授業形式

今回 の授業は内モ ン ゴ ル 地域で普通に行われて い る形式と違 っ た ｡ 生徒を班分け して

4 人 を 1 つ の 単位 と して授業を進めた｡
こうすると授業 の なか で 生徒個人 の 知識､ 能力

の 差が あ っ て も携同学習がで きる｡

一 斉教育と違 っ て 生徒 と教師の 互動 ､ 生徒と生徒 の

互 動が発生 して指導教師の 時間の説 明する時間 を節約で き ､
1 人ず つ 指導する必 要が無

く なる ｡

2 . 教師 の反応 :

内モ ン ゴ ル で は
､

こ の ような出前授業はほ とん ど実施されて い な い ため
, 良い 刺激に

な っ た ｡ 今回 の授業は担任 の教師だけでなく学校の 責任者 ､ 技術の 教師な ど大勢の人 が

参観 した ｡ 小 中学校 の 技術 の 教師か らは今回 の様な授業で 生徒の 理科に 関して の興味関

心 ､ もの づく り - の 探求意欲 の育成に大き な影響を与 える こ とでき ると肯定的な評価を

得た｡ 同地域 の技術 の教師を育成 して い る内モ ン ゴ ル 師範大学の助教授の Ji r i g a l a 氏

か らも ､ 内モ ン ゴ ル 地区で ､ こ の ような教材 を使 っ て 生徒を班分け した授業を こ れか ら

も行 っ て い く べ きだと い う感想を得た｡ 授業を行う事で
､
生徒の 反応や雰囲気と い っ た

日本と の 違い を知 る こ とができた ｡

3 . 2 . 3 現地教育系大学生 による授業実践

3 . 2 . 2 に 示 した ような日本か らの 出前授業を多く の 学校で実施するに は以下 の 3 点で

困難で ある｡ そ の
一

つ は時間の 壁で ､ 毎回日本か ら行 っ て授業実践を行うこ とは派遣者

の 時間的都合を付ける ことが困難で ある｡ そ の こ は経済的な壁 で , 毎回 日本か ら行 っ て

実践を行うに は交通費､ 宿泊費な どの 経費が高く何度も繰り返 して 実践を行う こ とは不

可能 で ある｡ そ の 三 は言葉 の壁 で , 授業実践を行う際 ､ 指導教員が 日本語 で授業を実施

すると通訳が必要 で あり ､ また通訳 して も元 々 の意味を理解 しにくく ､
また通訳 が入る

こ とで授業に時間を要すると い う問題も生 じる｡

そ こ で 内モ ン ゴ ル 師範大学で 将来小中学校 の 教師を目指 して い る学生 を中心と して

授業実践 を行うこ とと した｡ 対象はフ フ ホ ト市内の小 中学校と共 に調査 を実施 したス ズ

ワ ン チ市内の モ ン ゴ ル 民族向けの 小中学校 で ある ｡ 調査 時に こ ちら の小 中学校か らも出
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前授業 の実施が求め られ て い た の で
､

それ に応 える意味もあ る o

協力 い ただ い た内 モ ン ゴ ル 師範大 学の 学生 は
､

物理 と信息学院 の 学生が9 名 ､ 教育学

院の 学生1 名 で い ずれ も大学院生で あるo こ れ らの 学生 の 一

部は3 . 2 . 3 に示 した 日本人学

生 に よる出前授業を参観 して い るo しか し参観 しなか っ た学生 も含ん で おり
､
またも の

づく り授業を教育実習等で これまで 経験 した人 も少 な い ｡ そ こ で授業 の 組み立て を考え

て もらう前にまず日本 の もの づ くり教育の 例を紹介 した上で ､ 今回 の 実践 の 目的と手順 ､

前回 の 日本人学生 に よる出前授業の 指導案を説 明 した
｡ そ の 後 に実施 した授業 の 設計は

院生た ちが今まで 経験 したこ と の あるも の とは異なり ､ 表5 に示すように ワ ー ク シ ョ ッ

プ形式 でみ ん な議論 して授業を完成するも の と したo A - E ､ a
-

e は協力 い ただ い た現地

学生 を表す o 大文字 , 小文字で示す5 名毎に2 班に 分 かれ ワ
ー

ク シ ョ ッ プ形式で それぞれ

の 指導案を作成 ( 午前) し､ 午後は学生A ､ a だけが入 れ替わり ､ 別 の 班 の4 名 に模擬授

業を行 っ た ｡ 図1 1 現地師範大生 に よる ワ
ー

ク シ ョ ッ プ の 様子 を示 して ､ 図12 は大学生 ら

の 作 っ たポ ス タ ー

で ある ｡ ポ ス タ ー

で 生徒 の創新意識 を育成す るため の指示が書かれて

い る ｡

表5 ワ
ー

ク シ ョ ッ プ 時 の 時間の 流れ (秦)
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1
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1 6 : 0 0 - 1 7 : 3 0 お互 い に 交流 して反省す る ､ 明日 の 実施 の ための 作業

* A - E ,
a - e は協力 い ただい た現地学生を表す｡

=p :

一

三
●

=
図1 1 現地師範 大 生 に よ る ワ

ー

ク シ ョ ッ プ 図1 2 現地師範大 生 の 作 っ た ポ ス タ ー

授業実施 :

1 日 の 準備 を終 えて翌 日 の2 0 0 7 年9 月6 日 に 匹子 王族 モ ン ゴ ル 民族′ト中学校で 実施 した

授業の 概要を表6 に示す ｡ 実施 内容 は小学校 で は クリ ッ プ モ
ー タ作り , 中学校で は ス リ

ー

モ
ー

タ ロ ボ ッ ト作 りで あり ､ 日本人学生 で 実施 した内容と同 じで あ る｡

表6 実施概要

学校

項 目

小学校 中学校

対象 5 年生 2 年生

時間 9 0 分 10 0 分

指導先生 A A

二
･
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′ト学校で は クリ ッ プ モ
ー

タ の
一

人
一

個を作る こ とで も の づく り の 面 白さ を全員が体

験 した｡ 医1 13 は内モ ン ゴ ル 師範大学の A か ら全体の 説 明を して い る様子 を示す o 4 人
一

班 に した の でお互 い に助 け合うこ とによ り知識 を共 有 して能 力 を高める こ とがで きた

ようで ある｡ また ､ 技術教育で重視 して い る生徒 の創意能力を育成するた めに ､ モ ー タ

が回 っ た生徒 か らさらに速く 回るよう にする に はどう したら い い か 考えさせ る など､ 生

徒た ちの 工 夫が引き出される授業で あ っ た ｡ 図1 4 の ように生徒たちに と っ て 今まで経験

した≠受業と異なり ､ 好奇心を引き 出す授業とな っ たと見 られ る｡

隣1 3 全体説明 (小学校) Bl1 4 授業 の 様子 (小学校)

中学校では ス リ ー モ ー タ ロ ボ ッ トを二人 で
一

つ 製作 したo 二人 で
一

つ の ロ ボ ッ トを作

成す る過 程で 生徒が相談 し合い ､ 相互 に助け合う こ と協同学習が進ん だo 現地大学生が

壬受業( 図1 5) を行 う こ とで 日本人学生に よ る 出前授 業時よ り通 訳 の 時間を節約 でき て授

業 の 作業す る時間 ､ 改良の機会が増えた｡ た だ し ,
モ ン ゴ ル 語 にも方言が あり ,

一

都で

方言 の 通訳 を しな い とうまく 通 じない と い う場面もあ っ た｡ 中学校の授業で は作 っ た作

品 を自分 の発 想で 改良する ことが積極的に指導され ､ 生徒 の 手を動かす力の 育成が進 ん

だ と考えられ る｡ 図1 6 は生徒たちが完成 した作品の 改良に つ い て議論 して い る様子 を示

す ｡

,
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図1 5 全体説 明 (中学校)

3 . 2 . 4 ア ン ケ ー ト調査

隣16 授業の 様子 (中学校)

ア ン ケ ー トは本研究に伴う実践授業を受けた生 徒 ､ 及 び実 践 した現 地 大学生 を対

象に 行 っ た ｡ 生 徒に つ い て は比 較を行うた めに 日本の 小学生 に も同等 の 実践を行 っ

た際 に ほ ぼ同
一

の ア ン ケ ー トを実施 した｡ 以 下 に 生徒向 け ア ン ケ ー ト､ 現 地 大学生

向 けア ン ケ ー トの 実施内容 と ､ そ の 分析 , 考察 した結果 を示 す o

l l

3 . 2 . 4 . 1 生 徒向 けア ン ケ ー

ト

生徒 向 けア ン ケ ー ト調査 は 以 下 を目的と した ｡

斗 日本 で 行われ て い るく ふ う の ある も の づ く り授業 を内 モ ン ゴ ル で 実践 して 有

効で ある か どうか の確認

斗 日本 と内モ ン ゴ ル で の も の づく り授 業に 対する 生徒 の 意識 の 違 い はある か ど

う か の 確認

▲ 内 モ ン ゴ ル にお い て 実施 したもの づく り才受業 の 評 価

ア ン ケ ー ト方法 は以 下 の とお り と した o

ヰ 授業終了時 に 同
一

の ア ン ケ
ー

トを実施 し
､ 質問は も の づ く り ､ 理料 , 授業内

容 ､ 授 業の 感想に つ い て 選 択式 と自由記述 を加 え た｡

> 1 - 1 6 項 目 の 質問を 5 件法で 問う o

> 1 7 - 2 0 は自由記述 で 質問o

表 7 に 実施 した ア ン ケ ー ト全 体の 概要 を示す o こ こ で ､ 日本 の /ト学校にお ける ア ン

ケ ー

トは 文部科学省が推進す るサイ エ ン ス ･ パ ー トナ ー

シ ッ プ ･ プ ロ グラ ム ( S P

て｢
a
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｣ r フ
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p ) 事業に 伴 い ､ 三重大学教育学部で 実施 した 出前授業( 紙 コ ッ プ ス ピ ー

カ
ー 作り)

の 際に 実施 した も の で ある ｡

1 2

表 7 ア ン ケ
ー

ト実施概要

学校名 . 学年 実施 日 授業内容 有効回

答数

1 フ フ ホ ト内′ト学校 . 5 年 2 0 0 7 年 3 月 ク リ ッ プ モ ー タ 4 2

2 フ フ ホ ト内申学校 . 2 年 2 0 0 7 年 3 月 ス リ ー モ ー タ ロ ボ 3 6

3 ス ズ ワ ン チ 内小学校 . 5 年 2 0 0 7 年 9 月 ク リ ッ プ モ ー タ 4 1

4 ス ズ ワ ン チ内申学校 . 2 年 2 0 0 7 年 9 月 ス リ ー モ ー タ ロ ボ 2 7

5 三重県 内小 学校 . 5 年 2 0 0 5 年 1 2 月 紙 コ ッ プ ス ピ ー

カ
ー

5 6

授業内容 ､ も の づ く り ､ 理 科に つ い て 意識 を調査 するた め に 以 下表 ( 表 8) に示

した ような質問項 目に つ い て 内容 を用意 して ア ン ケ
ー ト調査 を行 っ た 0

表 8 質問項 目

番号 質問項 目

1 今 日 の 授業はおも しろ か つ た

2 モ ー タ / ロ ボ ッ ト の構造 を分 か つ た

3 今 日 の 授業は勉強にな つ た
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4 モ ー タ / ロ ボ ッ ト の 動く 現象が理解 で き た

5 また こ う い う授業を受けた い

6 授業中 の 作業は友達 と協力 して 取 り組 めた

7 理 科は好き だ

8 こ の 授業で理 科が さ らに 好き に な つ た

9 理 科は得意だ

1 0 こ の 授業 で理 科が よりわ か る ように なり そう

Eq 以前 か ら電気 に つ い て 関心が ある

1 2 こ の 授業で 電気に 対 し関心 が高ま つ た

1 3 電気 の 勉強はよく わ か る ほ うだ

1 4 こ の 授業で 電気 がよ りわ か る ように なり そう

1 5 科学工 作/ 実験 は好き だ

16 科学工 作/ 実験 をする機会 がも つ と ある と い い

授業実践を行 っ た生徒を対象に 実施 したア ン ケ ー ト用紙 を回収 し､ ア ン ケ ー トを分析 し

て表 8 に 示す結果を得た｡ 分析 ｢ とて も思う｣ ､
｢思う｣ を併せ て肯定群 ､

｢ あまり思わ

な い｣ ｢ 思わない｣ を否定群と し､ 肯定率を示 した｡

表 9 内モ ン ゴ ル の 小中にお ける肯定率(%)

フ フ ホ ト 小 フ フ ホ ト 中 ス ズ ワ ン チ 小 ス ズ ワ ン チ 中
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1 9 5 . 2 1 0 0 . 0 9 5 . 1 1 0 0 . 0 9 2 . 9

2 7 1 . 4 1 0 0 . 0 9 2 . 7 8 8 . 9

3 1 0 0 . 0 9 4 . 4 9 5 . 1 9 6 . 3 8 9 . 3

4 7 1 . 4 6 6 . 7 9 2 . 7 8 1 . 5

5 1 0 0 . 0 1 0 0 . 0 9 5 . 1 1 0 0 . 0 9 1 . 1

6 9 2 . 9 7 7 . 8 5 8 . 5 9 6 . 3 5 8 . 9

7 6 9 . 0 9 4 . 4 9 7 . 6 9 6 . 3 7 1 . 4

8 8 8 . 1 8 8 . 9 9 5 . 1 9 2 . 6 5 3 .6

9 6 1 . 9 8 6 . 1 8 0 . 5 8 5 . 2 4 2 . 9

1 0 1 0 0 . 0 9 7 . 2 9 2 . 7 1 0 0 . 0 5 3 .6

l l 6 4 . 3 6 6 . 了 7 8 . 0 7 0 . 4 3 7 .5

1 2 1 0 0 . 0 9 4 A 9 0 . 2 8 8 . 9 5 5 .4

1 3 5 7 . 1 5 5 .6 7 8 . 0 8 8 . 9 3 0 .6

1 4 9 5 .2 8 6 . 1 9 2 . 7 1 0 0 . 0 6 2 . 5

1 5 9 5 .2 9 7 .
2 9 2 . 7 9 6 .3 9 2 .9

1 6 9 7 .6 1 0 0 .0 9 2 . 7 9 2 . 6 9 2 . 9

学校間に つ い て 図 17 の よう に 比較を行 い
､ 考察 した o

ト 小 学 校 `
l

> フ フ ホ ト 中 学1

チ ′一

匡ヨ

ヽ 学 校 く
②

∋ ス ズ ワ ン

匡ヨ

チ 中 学 校

図 1 7 比 較関係
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表 1 1 の 結果 に基づ き 棒グラ フ を作成 して 比較 を行 っ た
o

a) フ フ ホ ト の 小 中学校比較

図 18 の よう に質問4 , 7 , 9 , 1 3 に つ い て 差が 見 られ たc

質問 4 の モ ー タ/ ロ ボ ッ トの 原理 の 理解度が低 い に つ い て 小学校 の 生徒が中学校

の 生 徒より低 い で あ る o

質問 7
,
8 理科が 好き ､ 理 科が得意に 関 して は小 学校 か ら中学校 の 順に 好き ､ 得意

こ とが わ か っ た｡

質問 13 の 電気 の 勉強は よく わ か る ほ う に つ い て 電 気に対する 理解意識 が低 い ｡

フフ ホトの 小 中 比較

‡…∃.

■

I

≡国辱辱
夏蚕霞

.!層.@

4
.
モ ー タ/ ロボットのh く現* が理簾できた

~

喜妻朋
1 3

モ ー タ/ ロボットのJF 理の理♯丘が低い

t 先の 勉肇lまよくわかるほうだ

t 先に対する理♯暮★が催い

7 . 理科は好きだ

圃 1 8 フ フ ホ ト′ト中学校

9 . 理科は待暮だ

理科が好き(= なる 三,二

小う 中

理科が再*

② ス ズ ワ ン チ ′J ､ 中比較

図 19 の よう に 2 , 4 , 6 の 質問項 目 で授業内 容に 関 して 違 い が ある ｡

質問 2 モ ー タ/ ロ ボ ッ ト の構 造が わ か っ たに つ い て 中学校 の ほ うが肯定率高 い o

質問 4 モ ー タ/ ロ ボ ッ トの 動く 現象が理解 で き た に つ い て 中学校 の ほ うが肯定率

高 い
｡

質問 6 の 授業中 の 作業は友達と協力 して 取り組 めた に つ い て 中学校 の ほ う肯定 が

高 い
｡

≡工 ヨニ



スズワンチ小中比較
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き!!
4

､
モ
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タ/ ロボットの動く現象が理解できた

≡
二
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. 捜集中の作兼は友達と協力して取り細めた

授業内容に関する書冊に

対して速いがある

国 19 ス ズ ワ ン チ 小 中 比 較

③ス ズ ワ ン チ と フ フ ホ トの 小学校間比較

図 2 0 中の 質問 7 (理科は好きだ) ､
9 (理 科は得意だ) ､

l l ( 以 前か ら電気 に つ い て 関

心 が ある) ､ 1 3 (電気 の 勉強 は よく わか るほ うだ) に対す る回答 の 違 い か らわ か るよ

う に ､
ス ズ ワ ンチ の 方が 理科を好き ､ 理科が 得意と感 じる傾向が ある ｡ また質問 8 ( こ

の寸受業で理科 がさらに好き にな っ た) ､ 1 0 ( こ の授業 で理 科 が より わ か る よう に なり

そう) , 1 2 ( こ の 授業で 電気 に対 し 関心 が高ま っ た) ,
1 4 ( こ の才受業で 電気がより わ

か る よう になり そ う) に対する回答の違 い か ら ス ズ ワ ン チ の 方が肯定率が高 い 結果が

見 られ る｡ 質問 2 ( モ
ー

タ / ロ ボ ッ トの 構造を分 か っ た) ､
4 ( モ ー タ / ロ ボ ッ ト の動

く現 象が理解 で き た) ､ 6 (授業中の 作業は友達 と協力 して 取 り組 めた) に対す る回

答の 違 い か ら､
ス ズ ワ ン チの 方が電気 に対する関心 ､ 理解意識 が高く ､ 壬受業内容に関す

る質問に 対 して フ フ ホ トの /ト学校が肯定率高く違い が ある｡

′J ヽ 学 校 上ヒ 較ス ズ ワ ニ / チ と フ フ ホ ト の
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④ ス ズ ワ ン チ とフ フ ホ トの中学校間比較

E4 2 1 に示すように授業内容に関する質問2 ( モ
ー タ / ロ ボ ッ ト の 構造 を分か っ た) ､

4 ( モ ー タ / ロ ボ ッ ト の 動く 現象が理解で き た) ､ 6 (授 業中 の 作業は友達 と協力 して

取 り 組 めた) に つ い て ス ズ ワ ンチ の 方が肯定率高く こ とで ある｡ 質問 1 3 ( 電気 の 勉強

は よく わ か る ほ うだ) に関 して ス ズ ワ ン チ の 方 が電気 に対す る関心が高い
o

ス ズ ワ ン チ と フ フ ホ ト の 中 学 校 上ヒ 較

l
I !

i
フ

l
I

二′ チ I q 中 学 枚

! 叩!
■ i i

一

軍〒
I _ と て も 思 う ■ -や や 思 う J ど ち ら で も な い

l や や 思 わ な い 一 思 わ な: い

園 21 ズ ワ ン チ と フ フ ホ トの 中学校比 較

⑤日本と内モ ン ゴ ル の 小学校間比較

図 2 2 に示すように質問7 ( 理科は好き だ) ､ 質問 9 ( 理 科は得意だ) , 質問 1 1 ( 以 前か

ら電 気に つ い て 関心 があ る) ､ 1 3 ( 電気 の 勉 強 はよく わ か る ほ うだ) に つ い て 内 モ ン ゴ

ル の 方が電気 に対 する関心 ､ 理解意識が高く ､ 内モ ン ゴ ル の 方 が理 科を好き ､ 理科が得

意と感 じる傾向がある ｡
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図 22 日本 と 内モ ン ゴ ル 小 学校

分析まとめ :

ス ズ ワ ンチ とフ フ ホ トの 小学校の 比較にお い て 次の 結果を得た ｡ 授業内容 に関する質

問2 ( モ ー タ/ ロ ボ ッ トの 構造が わ か っ た) ､ 質問 4 ( モ ー タ/ ロ ボ ッ ト の動く 現象が

理解で きた) ､ 質問 6 (授業中 の 作業は 友達と協力 して 取り組め た) で はス ズ ワ ン チ

の ほうが理解で きて ､ 友達と協力 した こ とで差は 見 られるが
､ も の づくり に 関する質問

(1 5 ､ 1 6) は差が小 さい ｡ しか し､
｢ 理科が好き｣ ｢理科が得意｣ ｢電気に 関心が ある｣ な

どの 質問に つ い て は ､
ス ズ ワ ン チ小学校 の ほ うで肯定率が高い

｡ また ､
フ フ ホ トもス ズ

ワ ン チも小学校 か ら中学校になる と ｢理科が好き だ｣ ｢理科が得意だ｣ の 項目に つ い て

肯定率が高く なる｡
これ は ､ 日本と逆の傾向で ある｡ しか し

､
なぜ そ の ような結果に な

っ た の か は こ の ア ン ケ ー ト結果だけで は わか らない
｡ 今後 ､ 追跡調査 を して そ の 理由を

明らか に した い
｡

授業評価に 関する質問に対 して ､
いずれ も肯定率が8 割以上 あり ､ こ の授業は内モ ン

ゴ ル の 小中学生 に好意的に 受け入れ られた こ とがわ かる ｡

3
.
2

.
4

.
2 現地大学生向けの ア ン ケ ー ト

1 3

現地大学生 ら の 今回 の ようなも の づくり授業実践 に つ い て の 意識を調 査するため に

実施 した｡

実施時期 :

もの つ くり授業実践に参加 した内モ ン ゴ ル 師範大学の 1 0 人 の現地大 学生を対 象と し

て
､ 現地大学生 に よる授業実践当日 (2 0 0 7 年 3 月 6 日) 実践直後に実施 した ｡

以下 ､ 質問項目毎に質問とそ の 回答結果を示す｡

1 . も の づく りの 指導経験に つ い て ( ※該当するとこ ろに ○を してく ださい)

①今までに自分で 工夫 したもの づくり指導の 経験が ある

②工夫は して い ない が何か もの づくり指導の経験が ある

③伝統工芸品を作る指導の 経験はある

④指導の実践経験な し

も の づくり指導経験の ある方はそ の 内を以下 に書い て 下 さい :

回答 :

②まずは生徒に も の づく り の 関心 を与 える｡ 指導の ポイ ン トと して は生徒をゆ っ く

りと考えさせ て
､

生徒中心に授業を組み立て る｡

①も の づく り授業の組み立て は指導する人とア シ ス タ ン トの 交流が大事なこ と ､ 興
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味を与 えて か ら作業に入る ､ 生徒と教師の 交流､ 生徒 の 意識を育て る こ と

①厳 し い
､ 細かく 教える ､ 生徒の 理解能力の 育て方

④

④実験で安全を注意する ことを言 い 渡すこと

④

①原理 を説明する必要ある｡

② こ ん な形 の授業は 一

回教える の は知識と して少 なく て も生徒に科学的な思考を与

える｡

④

③生徒との 相互性が大事

ま とめ : 経験ある人 と経験ない 人 は半々
｡

2 . 今回 の ｢ もの づくり授業｣ に参加 して指導したこ とは ､ あなたに と っ て どうで した

か

①良か っ た ②やや良か っ た ③あまり良くなか っ た ④良く

なか っ た

その 理由 :

回答 :

①自分自身に と っ ても い い経験とな っ た｡ 生徒たちが自分で 作 っ て 見て科学の 面白さ

を理解できる｡

① 生徒の 自分で 手を動かせ る力 を育て た ､ 逆に指導教師とア シ ス タ ン トの コ ミ ュ

ニ ー

シ ョ ン あ い ま い
｡

① 生徒に想像力 ､ 科学の 関心 を与 えた｡

① 新 し い
､ 面白い

､
生徒 の好奇心を引きだす｡

①生徒 の好奇心 を引きだす､ 皆で協力 して作る力 を育て る｡

①生徒 の主体性を重視 し､ 生徒が こ の授業とて も好き｡

①
一

定の 成功感 ､ 生徒に 科学 の面白さを与えた｡

① い い経験に な っ た ､ 内の学院でも こん な授業実践をする必要が ある

①生徒に授業 の 関心 を持たれる ことは
一

番｡

①知識 を教えるこ とと ､ 能力を育て る こ とが違う｡

まとめ : 全員よか っ たと回答 して おり ､ 今回 の実践は現地大学生 らたちの とて も い

い経験とな っ たこ とが伺える ｡ 現地大学生 らが こ の ような形式 の 受領を通 じて小中

学校の 生徒の 科学に つ い て の好奇心 を引き出す こ と の 大事さを理解 したようで ある｡

3 . 今回 の ｢ もの づく り授業｣ は ､ 今後の 大学生活や将来教員に な っ て役立 ちそうです

か

二･-.･
二



(丑役立 つ

たな い

そ の理 由 :

②やや役立 つ ③あまり役立たな い ④役立

回答 :

①今に社会 の要求 して い るの は創新思考
､
前向き意識を持 っ た教師です｡

①自分の未来 の教師になるために い い経験とな っ た , また どうして生徒を授業に導入

するかに 認識 した｡

①仕事の 姿勢 の 大事さ､ 効率を高める教師自分自身の 能力

①今の 教育方法と違 っ て とても い い ､
い い経験で した｡

①今後の 仕事の ため勉強に な っ た
､ 問題を解決する力｡

①生徒に何を教える ? 知識 ､ 能力 ?

① こ の 授業を日常の授業で導入するこ とが出来たら生徒の 能力 に役立 つ

①自分で勉強す べ き こ とと不足 を実践 して みな い とわか らない の で い い経験｡

①皆で
一

緒に授業を組み立て たの で相互 に意見交換できた ｡

①
一 人 の知識よりみん なで協力 して作る の はも っ ともい い 結果に つ ながる

まとめ : 全員が役に 立 つ と回答 しており
､ 新 し い形 の授業組み立て と授業の雰囲気が

現地大学生 に と っ て の とて も参考とな っ たようで ある｡

4 . 今回 の授業案を ワ ー ク シ ョ ッ プで作成 した こ とは どうで した か

①良か っ た ②やや良か っ た ③あま り良く なか っ た ④良く なか っ た

そ の 理 由 :

回答 :

②指導 した経験少な い と時間が短 い の で準備は不足で した｡

② こ ん な経験は少な い の で いき なり 一

日 で準備 して 実践するに は大変で した｡ 授業の

設計はも っ とも自由にする べ き で した｡

②設計 した授業は教師準備 しすぎた｡

①簡単､ 生徒の 年齢に あ っ た｡

①授業設計で班にする こ とがすばらしか っ た｡

②班分ける とき男女を考える｡

②教師の 補充製作多い ｡

①自分の 意見 を皆に伝える方法もとて も大事な こ と

①
一

番感 じた の で仕事する方法の 選択

①皆で作る過程で自分の レ ベ ル をほか の 人 と比較で きる

まとめ : 総 じて 良か っ たと理解されたが初めて の 経験で あり
､

時間が足り なか っ た｡

ワ
ー

ク シ ョ ッ プが全員の 総意を引き出 しそ の 結果､

一

番良い結果が得られると い う
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ように理解された｡

5
. 今回 の ｢ も の づくり授業｣ の指導で 困 っ た こ とは何ですか

回答 :

初めて の 実践授業なの で どの ように入 っ たらよ い の かわ からな い
｡

生徒 の創意工夫を引き出すに はどのような ことか ら指導する良い の か ｡

相互 に協力 こ とと個人 で問題 を解決する能力｡

製作で原理 の説明が不十分で した｡

生徒が自分で問題 を解決する力 ｡

生徒 の経験が実践少なく い の で道具の 使い 方わか らない の でそれ を教える こ と｡

こ うした授業の 経験がない の で指導する とき つ らか っ た｡

数多く の 経験を しな い と本の知識だけで教師に なる の はとて も危険｡

言葉が通 じない の で自分の 言いた い こ とをほ か の形 で伝える こ と の難 しさ｡

生徒に授業と関係ない もの を質問された とき の 対応

まとめ : 生徒を指導する時どこ か ら入 るかわ からな い
､ 授業全体の バ ラ ン ス を把握す

る こ とを重視 して い る｡

6 . 今回 の ｢ も の づく り授業｣ で最も勉強に な っ た こ とは何ですか

回答 :

生徒た ちが楽 し い 雰囲気で勉強する こ とが 出来 る こ とと ､ 創新教育 を与 える こ とは

そん なに簡単な こ とで は な い こ と｡

生徒 と教師 の 交流 ､ 先生 が生徒にうまく伝 える こ と｡

指導は代わり にや っ て あげる こ とで はな い ｡

生徒 の 手 を動く力 を育てる こ とはとて も大事で ある こ と｡

生徒 の 好奇心 を どうや っ て引き 出すか｡

こ う した授業に参加するこ とで生徒の 能力が増す｡

一

番勉強に な っ た の は どうや っ て 生徒に創意工夫する意識を与 える こ と｡

人 に教 える前に自分で し っ かり勉強する必要が ある ｡

知識を教える ときの 先生 の 姿勢

生徒 の好奇心 を引き だす方法

ま とめ : 教師 の 姿勢､ 教師の 役割 ､ 生徒と の 付き合 い を明ら かに する こ とが授業の

成功に つ なが る｡

7 .
｢ も の づくり授業｣ で の 指導に と っ て大切だと思うこ とは何ですか

回答 :
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知識を教えるより創新思考を与 える こと｡

生徒自分で作る過程で創新思考が生まれ る｡

生徒にも っ とも考える空間を与 える｡

自分で科学製作の 経験を して授業を組み立て ない と生徒に教えにく い
0

事前準備はポイ ン ト｡

意識の培養 ､ 実践の経験 ､ 創新思考 ､ 条件の 与え｡

独立 で問題を考える力と皆と協力するこ との バ ラ ン ス
｡

質問に対 して の 対応｡

一

番大事なの は全体 の流れ把握するこ と

生徒との距離を持 つ

まとめ : 生徒に何を教える かをは っ きりする必要がある｡ 知識を覚えさせ る ことより

生徒 の創新能力 の育成に力を入れ る べ きで ある｡

8 . 今回 の ｢ もの づくり授業｣ の 改善点 ･ 反省点を自由に お書きくださ い
0

回答 :

中学校で は男女を組み合わせ る｡

教師とア シ ス タ ン トの 交流 , 生徒 の創新意識 の引発 ｡

創意は教師か らで はなく て生徒が自分で考えるこ と｡

決ま っ た時間内で生徒に しに創意工夫をとり いれた授業を完成させ る の は大変｡

生徒の 思考意識を育て るこ との 大事さ｡

与 えた材料と先生 の 説明 とおり に作る より自分で考えて 新 し い もの を作る こ と｡

教師は製作を少なく ､ 新 し い も の を作る考え方を育て る こ とを中心 とする｡

生徒 の 学力 レ ベ ル を把握 して 生徒の レ ベ ル に合う授業を組み立て る｡

9 . 今回 の ｢ もの づく り授業｣ の感想を自由にお書きください ｡

回答 :

い い 経験とな っ た ､ 物に つ い て考え方が変わ っ た ､ 自分の 不足点を発見 した ｡

生徒に自分で考える時間を与えた ､ 自分にと っ て も新 し い 教育方法を理解 した ､ 大

事なこ とは これ をどうや っ て続 ける か とい うこと｡

とて も意義がある実践で , 広 げて い く必要がある｡

■

日本は ロ ボ ッ トづく りがすばら し い 国で ､ も の づく り教育の 充実と関連 して い ると

思 い ます｡

グル ー プ して やるこ とすごい
｡

日本か ら持 っ て きた の は材料だ けで はなくて
一

番大事の はやり方と教育方法, と科

学を尊敬する精神｡
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こう した授業を日本式 か ら内モ ン ゴ ル の 現状に合わせた授業にする の が課題｡

日本の 小中学校の 技術授業の 模型を改良して 内モ ン ゴ ル 地域の 特性 に合わせ た授業

をする こ と

新 し い も の い い 面 と悪い 面 を分けて い い も の は勉強する｡

分析 :

以上 の結果を分析 ､ まとめると以 下 の ようになる｡

> 授業組み 立て : 現地大学生らに と っ て ワ
ー

ク シ ョ ッ プで授業を組み 立て る こ と

は初めて で ある｡ ワ
ー クシ ョ ッ プで授業を組み立て る過程で意見を出し合い 協

力する こと の大事さがわか っ た｡

> 授業実践 : 現地大学生らが小 中学校 の 生徒を教える上 で子供た ちの 能力を育て

る こ とが意識でき た｡ 生徒を班に分けて授業をする こ とは内モ ン ゴ ル 地域では

まだ盛ん で なく ､ 生徒たち の人気を得た｡ 班に分けて授業するこ とで生徒た ち

が協力 して も の を完成させ る力 を育て る こ とが できる し, 完成させ た生徒はで

きて い な い 子供を手伝 っ て 完成させ る の で 教師の助けともなる0

> 新 し い形 の授業設 計は現地 大学生らに好意的に受け入れ られ た｡ 授業設計を通

じて 日本 の も の づくり教育を理解 でき たこ とは これ か らの 活動 の基本となる｡

> 現地大学生 らに と っ て新 し い教育方法を理解 した上 で大事な ことは､ これ を ど

うや っ て続けて いく か を い うことで ある｡

> 今回経験 した現地大学生 らが卒業する前に後輩に教える, 教育実習の なか で取

り入れるな ど､
い か に こ の ような授業を続けて い く か は､ 内モ ン ゴ ル 地域で産

業の 発展 に応 じた もの づくり授業を取り入れる こ とに つ ながる し､ 今後の 重要

な課 題 である ｡

3 .

-3 実践結果

三回 の 活動を通 じて 内モ ン ゴ ル 地域 の小 中学校に 日本 の創意工夫も の づくり授業を

導入 した ｡ 図 23 に そ の プ ロ セ ス の イメ
ー ジを示す｡

一 回 目 : 内モ ン ゴ ル 自治 区 の 小 中学校を訪問 し , も の づ く り教育 の 状況 を調査 し

た結果 , 筆者 が経験 した教育とは大きく 異なり ､ また 日本 の 教育 と比 べ て も充実 し

た技術教育が進 められ て い る こ とが わ か っ た｡ しか しなが ら , 決ま っ た も の づくり

以 外は で きず (決 ま っ た も の 以外 の 材料購入 は
一

切認 められ な い) ､ ま た中学校 の

技術は社会 に 出て す ぐ役 に経 つ よ うな手 工 芸的なもの を身に つ け る の が 目的 の よ

うで ､ 日本 の ように創意 工夫 を取り入れ た も の づくり が 見 られ な い と い っ た相違点

も 明ら か と な っ た｡

二 回 目 : 調査結果 を基 づ い て 内モ ン ゴ ル 地域 の 小 中学校に創意 工夫も の づく り揺
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業を 日 本に 人 の 学生 に よ っ て 実践 した結果 ､
内 モ ン ゴ ル 地 域 の 今後 の 経済産業 の 発

展 の た め に創意 工 夫もの づく り教育を取 り入れ 必 要 が あ る o 生徒向 けア ン ケ ー トに

よ る と今回 の 授 業実践 は有効で ある o それ と共 に 創意 工夫 も の づく り授 業 を全 地域

で広 げて い く に は 毎回 日本 か ら行 っ て 実践する の が 時間 , 経費な どの 条件で 困難で

ある こ とが 課題 とな っ た
o 今後 の 展 望と して 内 モ ン ゴ ル 地 域 の 大 学生 の 手 で 授業を

広 げて い く こ とが 上げられ た
｡

三 回 目 : 三回 目 は r『創意工 夫も の づく り授業』 を創 る海外出前授業｣ を実施 したQ

協力 い ただ い た現地教育系大学の 大学院生 は授業実践前 日 の 一

日だ けなが ら集中 して

ワ
ー

ク シ ョ ッ プ形式 で授業を組み立て
､
翌 日 , 小中学校 の生徒や教師に 楽 しさ と有益感

を与 える授業を展 開 した｡ 大学院生 らを対象に実施 した ア ン ケ ー トによると ワ
ー

ク シ ョ

ッ プ形式 の 有効性 ､ く ふ うを要するもの づく り教育の 重要性 ､ 今後 の 普及 に つ い て の ポ

ジテ ィ プ な反応が 見られた o 今後 は実際に現地 の 人間だ けで普及 が図られ る こ と を見守

り つ つ
､ より 良く それ が進 むよう に更 なるサポ ー トを行 っ て いく こ とも必 要と考えられ

る｡

●
内 モ ン ゴ ル

地域の 技術

教育を訪問

調査

●日本人学生

か ら の も の

づく り授業

実施

図2 3 活 動の 流れ

二三二F IJ
~

E

I
J
T::

●内 モ ン ゴ ル

地域 の 大学

生 か ら の も

の づくり授

業実施



3 . 4 本章の ま とめ

本章で も の づ くり授業 の 支援と して 内モ ン ゴ ル 地域の 小 中学校向け の授業実践を行

っ た結果に つ い て まとめた｡ 内モ ン ゴ ル 地域 の 技術教育は昔の伝統的な教育形式 が残 っ

て い て経済発展 に応 じた創意工夫を取り入れ たもの づくり授業内容は行 っ て お らず､ 工

芸的な作品が作られ て い る｡ こ の ために 日本 の も の づく り授業を紹介 し ,
二 回を通 じて

創意工夫を取り入れ たもの づくり授業実践を実施 した｡ 内モ ン ゴ ル 地域の 経済の 発展 の

た めに創意工夫を取り入れ たも の づく り教育を導入する可能性はある こ とをア ン ケ ー

ト分析でわ か っ た ｡ しか し全地域で普及するためには い く つ か の壁が あるこ とも明 らか

にな っ た . そ の -

, 日本 の様な技術 の授業を内モ ン ゴ ル 全地域の 小中学校で導入するた

めに技術 の 教員の 育成が必要で ある ｡ そ の 二
､ 昔か らの 伝統的な授業形式から経済発 展

に応 じた創意 工夫を取り入れ たも の づく り授業に変わる ことは 一

定 の期間が必要 で あ

る｡

1 .
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第 4 章 : 考察

日中 の教育制度 の 比較と中国内モ ン ゴ ル 地域小中学校向けの 創意工 夫も の づ くり授

業を三回実践 した｡ そ の 結果を基づ い て 以下 の様な考察を行 っ た｡

4 . 1 創意工夫も の づくり授業の 有効性

内モ ン ゴ ル 地域 の 小中学校で 日本の 創意工夫も の づく り授業を実施 した｡ そ の 結果､

授業に 参加 した生徒の ア ン ケ ー ト分析による と今回 の授業実施は有効で ある こ とが明

らか にな っ た ｡ 授業 の雰囲気か ら見ると訪問調査の 時見学 した授業と違 っ て生徒たちが

班分けにな っ て い るの でお互 い に助け合う行動が できて ､ 知識の 共有が できて い る｡ ア

ン ケ ー トの 結果で今回 の授業に 関する肯定率が95% 以上 を占めて生徒たちが こ の授業を

受け入れて い る こ とが読み取れる｡ 理科に関する質問の 分析か ら見る とこ の授業を通 じ

て 理科をも っ と好き , 理科をも っ と勉強 した い に関する肯定率が 93% を占めて い る こと

から今回 の授業実践に 生徒たち の もの づく り - の 関心を高めて ､ 科学の 探求意識を引き

出して
､

も の づく り の面 白さを与 える こ とができ た ことがわか る｡

4
.
2 内モ ン ゴ ル 地域における教員養成上 の課題

授業で施設, 設備活用 して 効果的な指導を進める に は, なん と言 っ て も担当教師の 指

導力に か か っ てく る｡ とこ ろで
, 内モ ン ゴ ル 地域の 教員育成制度には日本の ような教員

免許制度で なく , 大学卒業か関連 の 専門学校を卒業 した学生が教員に なる｡ こう した状

況 で小 中学校 の現場で 立 つ 教師はも の づく り の経験がなく て も技術 の教師に なれ る｡ 技

術科 の授業はほ か の科目と違 っ て指導教師が理論的な知識を教えるだけでなく実際に

作業を したり , 生徒に アイデア を出したりする ことが要求され る｡ 技術科教師になる前

に技術科に関わる知識を覚えて おく上 で実際にも の を作 っ たり ､ アイデア を考えたりす

る こ とを経験 しな い と い きなりに 学校現場 で生徒に教 える こと で教師自分が経験 して

い な い も の づく りを どこ から入れ ばよ い の かわか らなく なる｡ 今の 内モ ン ゴ ル 地域の 小

中学校 の技術 の授業はほ とん ど教科書に書 かれ て い る内容を指導教師から説明 して 生

徒が模型を見 て組み 立て る ことで終わ っ て しまう｡ こ の教育シ ス テ ム の 中で育成され る

生徒はみん なが同 じ内容､ 同 じ授業過程を受けたこ とに影響され て自分なり の 考え ､ 者

に つ い て の 発想を失 っ て ､ 個性を育成できない ｡ 技術 の授業は
一

定 の統
一

性を持 つ が生

徒 の 興味関心 ､ 年齢増に合わ した授業 の指導案を作成するこ とが指導教師の 能力 に関わ

っ てく る｡ 今 の 内モ ン ゴ ル 地域の 技術の 教員育成制度 の 環境 で こう した教師を育成する

こ とは難 し い状況 で あると い えるだろう｡ その ため､ 将来, 技術の教師を目指 して い る

大学生 らに教育実習を行う時に今回 の実践 の様な創意工夫を取り入れ たもの づく り授

業を経験さ せて 技術の 指導教師に要求され て いる能力を認識させる こ とが重要な
一

歩

All



と考えられる ｡

4 . 3 内モ ン ゴ ル 地域にお ける今後 の もの づく り教育 の展望

こ こで 内モ ン ゴ ル 地域 の技術教育 の今後 の発展に つ い て 記述する｡ そ の
一 に､ 今後の

経済産業の発 展に 応 じた創意工夫も の づくり を全地域で広 げて いく ことに つ い て述 べ

る｡ そ の こ に
､

知的財産教育を創意 工夫も の づくり授業を同時に行う こ とを検討する ｡

4 . 3 . 1 創意工夫も の づく り の尊入

内モ ン ゴ ル 地域 の ′J ､ 中学校の 技術 の授業で創意工 夫を取り入 れた も の づく り授業を

導入する｡ 今まで は伝統的なもの づく り授業を行 っ て きたが今後 の社会の 発展 ､ 産業経

済 の高度化に従 っ て技術教育も変わ っ て いく必要が ある ｡ 昔 の伝統的な技術教育形式を

しなが ら日本の ような経済の 発展が速 い国の 技術教育の 現状を把握 し､ 勉強するこ とは

地域の 経済発展 に役だ っ
｡ 創意工夫を取り入れ たもの づくり教育授業を導入する こ とで

･ 生徒の創新意識 , も の に対 して の 認識 ､ 科学の真理 を探求する好奇心 を育成でき る. 伝

統的な技術教育と創意 工夫を取り入れ たも の づ くり教育を バ ラ ン ス よく実施する こ と

で地域 の経済発展 の 推進力に つ ながる｡ 内モ ン ゴ ル 地域の 小中学校で創意工夫も の づく

り授業を導入するた めに現地教育系大学 4 年生 の 教育実習で 日本の ような生徒 の自ら

が考えて ､ 自分で 工夫を して授業するも の づくり授業を実践する ことが考えられ る｡ 内

モ ン ゴ ル 地域 の大学生も卒業する前 の 訓練と して教育実習を行 っ て い る｡ 今 の授業の 雰

囲気は大学生 たちが 一

人 で自ら指導案を作成 し ､ 小中学校生 に授業をする｡ そ の 内容は

知識を伝達するだ け の授業が多く ､ 生徒 の創新意識を育成する ことが でき ない ｡ こ の 状

態を改良 して 指導案作成 の 時に今回 の 活動 で実施 した様な ワ ー ク シ ョ ッ プ形式 の授業

作成にする こ とで ワ
ー ク シ ョ ッ プ の意義で ある以下 の 能力を身に つ ける ことがで きる｡

｢ウ - ク シ ョ ッ プは学習者( 参加者) が主体の 場で ある｡ 誰が教えて くれる場ではなく ､

フ ァ シ リテ 一 夕 - (進行役) が支援する こと により ､ 参加者自身が主体とな っ て , 自ら

の 体験や参加者同士 の相互 作用 の 中から学ん だり創り出したりする場で ある｡ だ から参

加者は ､ ただ受身的に話を聞く だけで なく ､ 自ら主体的に プ ロ グラム に ｢参加｣ して い

く積極的な姿勢が不 可欠 となる ｡ ワ ー

ク シ ョ ッ プは ､ 自ら い ろ い ろや っ て みる ｢ 体験｣

の 場で ある ｡ 言葉 を使 っ て頭 で考えるだ けでなく
､

, 五感を使 っ て 自然を感 じたり ､ 全身

で動き回る作成に 興 じたり ､ 普段 の 自分とは違う役割をと っ て ロ
ー ル プ レイ を演 じて み

たり , 実際の 現場 を見学 して みたり , 心や身体の全体を使 っ て まずは ｢ 体験｣ を積み重

ねて いく こと｡ 参加者同 士 の 双方向的な ｢相互 作用｣ , これ は ､ お互 い か ら学び あうと

い うこ と｡ 誰か か らだけ学ぶ の で はなく ､ 何か の 体験を共 に したり , 合意形成 の 必要な

共 同作業を喧々 諸々 やりながら意見 をすり合わせ たり ､ お互 い の感 じた こ とを分かち合

っ たりする こ とで , 人 は自分とは違う他者か ら学ぶ ｡ これ らを図で表すと図 2 1 の よう

に なる｣ ｡

1 4

と記述され て い る ｡ ワ
ー

ク シ ョ ッ プ形式(図 2 3) の授業に創意工夫も の づく
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り を普及する有利な方法で ある ｡

図 23 ワ
ー ク シ ョ ッ プ

4 . 3 . 2 技術教育と知財教育を同時に行うこと

内モ ン ゴ ル 地域 の も の づく り教育はますます発展 して い るが知的財産教育は実施さ

れ てお らず､ 創意工夫 し生 まれ た知財を保護
･ 尊重する ことや活用する こと の学習の 実

践はまだない こ とがわか っ た ( ア ン ケ ー ト調査に よる) ｡ 技術教育で育成 して い る の は

も の づくり - の 関心 , 科学に つ い て の探求意欲な どで ある｡ それ と関連 して知財教育は

も の を作 っ た人 の 財産権な どを保護する必要性 な どを重視 して い る の で技術教育を知

財教育を同時に行うことが必 要で ある｡

1 6



第 5 章 : まとめ

本研究は中国と日本 の教育政策と現状を比較 して ､ そ の 中で技術教育 の比較を中心的

に行 い
, 中国 ･ 内モ ン ゴ ル 地域の 小中学校 でも の づ くり出前授業を実施 し､ 小 中学校 -

の 質問調査､ 小 中学校段 階にお ける中国 ･ 内モ ン ゴ ル の技術教育の現状と課題を明らか

に してそれ に対 して考察を行い 総合的な評価を して ､ 創意工夫を取り入れ た技術教育の

提案をする こ とを目的と した｡

こ の 目的の 基で 日中の 学校教育制度を比較 して ､ そ の 中で内モ ン ゴ ル 地域の 技術教育

の 制度 ､ 現状を明 らか に し つ つ
､ 日本の 創意工夫も の づ くり教育を紹介 して ､ 実践 した｡

本研究で得られた結果を列挙すると以下 の ようになる｡

日中の教育制度 の相違点を明 らかにする 目的で 比較研 究を行 い
, そ の 中で 内モ ン ゴ ル

地 域の 技術教育の 事実を例と して 日本 の 技術教育の 制度と現状に中心 的に 比較研 究を

行 っ た結果 , 学校教育制度に つ い て は内モ ン ゴ ル 地域 の 技術教育が い まだに昔 の伝統的

な教育模式 で行われ て い る｡ 日本 の ような創意工夫を取り入れ たも の づく り教育はまた

実施されずに い る こ とが明らか に な っ た｡

も の づく り授業 の 支援と して 内モ ン ゴ ル 地域の 小 中学校向け の授業実践を行 っ た結

果に つ い て まとめた｡ 内モ ン ゴ ル 地域 の技術教育は昔 の伝統的な教育形式が残 っ て い て

経済発 展に応 じた創意工夫を取り入れた もの づくり授業内容は行 っ て お らず ､ 工芸的な

作品が作られて い る ｡ こ の た めに日本の もの づくり授業を紹介 し
､

二回 を通 じて 創意工

夫 を取り入れ たも の づくり授業実践 を実施 した｡ 内モ ン ゴ ル 地域の 経済の発 展の ために

創意工夫を取り入れ たもの づく り教育を導入する可能性はある こ とをア ン ケ ー ト分析

で わか っ た｡ だが全地域で 普及するために は何か の壁がある ことも明らか に な っ た｡ そ

の
-

､ 日本 の様な技術 の授業を内モ ン ゴ ル 全地域 の小 中学校で 導入するために技術 の教

員の 育成は必要で ある｡ 授業 の導入 で そ の 二 ､ 昔か ら の伝統的な授業形式か ら経済発展

に応 じた創意工夫を取り入れ たも の づく り授業に変わる こ とは
一

定の 期間は必 要で あ

る｡

内モ ン ゴ ル 地域の 小中学校で 実施 した ｢創意工夫も の づくり授業の 有効性｣ ,
｢ 内モ ン

ゴ ル 地域に おける教員養成上 の課題｣ ,
｢ 内モ ン ゴ ル 地域に お ける今後の も の づく り教育

の展望｣ の 三 つ に つ い て考察を行 い ､ 内モ ン ゴ ル 地域 の 技術教育は昔の伝統的な 工芸を

重視 した技術教育か ら産業経済 の発展 に応 じた創意工夫を取り入れ たもの づくり教育

に変わりずつ ある ｡ そ の支援と して行 っ た授業実践は内モ ン ゴ ル地域 の技術教育 の発展

の た めに役立 つ こ とで有効で ある ｡
こ の活動を全地域で広 げて いく には今後の 教員育成

制度 を改良 して 大学生 の 教育実習の創意工夫もの づくり授業実践を導入する ことが必

要で ある｡
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